
井上香織選手 銅メダル獲得 おめでとう！！
出石中学校で『銅メダルを祝う会』を開催
　９月１日、井上香織選手の母校の出石中学校で、｢井上香織選手の
銅メダルを祝う会｣（井上香織後援会等主催）が開催されました。
　当日は、銅メダル獲得をお祝いし、井上選手からは、応援に対する
お礼、世界の選手を相手にプレーしたオリンピックの感動や名場面
についての報告などがありました。会場内は、｢銅メダルおめでとう｣
の祝福の声で沸き返っていました。
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▲銅メダルを獲得し笑顔の全日本女子バレーボールチーム（井上さん･前列左から3番目）

井
上
選
手
の「
ロ
ン
ド
ン
へ
の
道
」

福
住
小
学
校
4
年
生
か
ら
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を
始
め
る

出
石
中
学
校
か
ら
県
立
氷
上
高

等
学
校
へ
進
み
、
3
年
生
時
に

主
将
を
務
め
、
春
高
バ
レ
ー
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
。
全
日

本
高
校
選
抜
に
選
出

2
0
0
1
年
、
デ
ン
ソ
ー
・
エ

ア
リ
ー
ビ
ー
ズ
に
入
部

'07
年
、
Ⅴ
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
ブ

ロ
ッ
ク
賞
、ベ
ス
ト
6
賞
を
受
賞

'08
年
、
V
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
で

チ
ー
ム
初
の
準
優
勝
に
貢
献
、

ベ
ス
ト
6
賞
を
受
賞

同
年
5
月
、
第
57
回
黒く
ろ

鷲わ
し

旗き

大

会
で
初
優
勝
に
貢
献
、
黒
鷲
賞

（
最
高
殊
勲
選
手
）受
賞

同
年
9
月
、
結
婚

'09
年
か
ら
主
将

同
年
4
月
、
全
日
本
女
子
代
表

メ
ン
バ
ー
に
登
録

同
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド

グ
ラ
ン
プ
リ
に
出
場

'10
年
、
世
界
選
手
権
に
出
場
し
、

銅
メ
ダ
ル
獲
得

同
年
12
月
、
全
日
本
選
手
権
初

優
勝

'11
年
、
V
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
で

右
肩
を
亜
脱
臼
し
手
術
。
同
年

9
月
、再
び
右
肩
を
脱
臼
し
手
術

'12
年
6
月
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
代
表
メ
ン
バ
ー
に
選
出

井
上
選
手
を
一
目
見
よ
う
と
…

　

ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
に
よ
る

「
井
上
、
チ
ャ
、
チ
ャ
、
チ
ャ
」の

コ
ー
ル
に
導
か
れ
、
銅
メ
ダ
ル
を

掛
け
た
井
上
選
手
が
入
場
す
る
と
、

会
場
に
詰
め
か
け
た
約
7
0
0
人

の
市
民
ら
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

市
内
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

員
と
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
花
束

が
贈
ら
れ
た
後
、
中
貝
市
長
か
ら

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
賞
」の
盾
と
、
副
賞

と
し
て「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」

1
俵
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　本市出身で、初のオリンピック選手としてロンドンオリンピックに出場し
た井上香織選手（出石町鍜冶屋出身）が、ほぼ全ての試合に出場して大活躍。
女子バレーボール競技で28年ぶりの銅メダル獲得に貢献しました。
　9月2日、「井上香織選手報告会」（ロンドンオリンピック出場井上香織選手を
応援する会主催）を市民会館文化ホールで開催し、井上選手からオリンピック
での思い出や感動、ユニークなエピソードなどを語っていただきました。
　また、市では、学術、文化、スポーツの振興により市政の発展に貢献した方
に贈る「コウノトリ賞」を贈呈しました。この賞は、井上選手が初めての受賞
者となります。　　　　 　　　　　　　 《問合せ》スポーツ振興課☎21-9023
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Q　

三
位

決
定
戦

に
臨
ん

だ
と
き

の
気
持

ち
は
。

A　

勝
ち

た
い
気

持
ち
は
強
か
っ
た
が
、
最
後
の

試
合
な
の
で
、
結
果
を
考
え
ず

思
い
っ
切
り
や
ろ
う
と
思
っ
た
。

Q　

メ
ダ
ル
を
取
れ
た
と
き
の
気

持
ち
は
。

A　

う
れ
し
い
の
と
ほ
っ
と
し
た

の
と
で
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。

で
も
、
表
彰
式
で
メ
ダ
ル
を
掛

け
ら
れ
て
実
感
が
沸
い
た
。

Q　

一
番
背
が
低
い
日
本
が
メ
ダ

ル
を
取
れ
た
最
大
の
要
因
は
。

A　

今
回
の
全
日
本
は
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
世
界
一
。
団
結
力
の

勝
利
。

Q　

監
督
や
竹
下
選
手
は
ど
ん
な

存
在
？

A　

監
督
は
、
私
た
ち
も
読
め
な

い
采
配
を
す
る
。
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
選
手
を
使
う
の
が
う
ま

い
。
セ
ッ
タ
ー
の
竹
下
さ
ん
は
、

み
ん
な
を
気
遣
う
お
姉
さ
ん
的

存
在
。

Q　

バ
レ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

A　

一
番
仲
の
良
か
っ
た
友
達
が

や
っ
て
い
て
誘
わ
れ
た
。

Q　

バ
レ
ー
を
す
る
上
で
大
事
な

こ
と
は
。

A　

団
体
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
チ

ー
ム
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
る

こ
と
が
大
事
。

Q　

け
が
の
と
き
の
不
安
の
克
服

方
法
は
。

A　

自
分
の
け
が
を
直
す
こ
と
に

集
中
す
る
。

Q　

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム

を
引
っ
張
る
秘ひ

訣け
つ

は
。

A　
プ
レ
ー
で
見
せ
る
よ
う
頑
張
る
。

Q　

サ
ー
ブ
な
ど
、
緊
張
す
る
場

面
で
の
克
服
方
法
は
。

A　

弱
気
で
入
れ
に
い
く
と
ミ
ス

す
る
の
で
、
強
い
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
が
大
事
。

Q　

バ
レ
ー
を
や
め
よ
う
と
思
っ

た
こ
と
は
。

A　

何
回
も
あ
る
。
で
も
み
ん
な

に
応
援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
。

Q　

一
番
う
れ
し
い
と
き
は
ど
ん

な
と
き
？

A　

み
ん
な
が
つ
な
い
で
く
れ
た

ボ
ー
ル
で
1
点
取
れ
た
と
き
が

一
番
う
れ
し
い
。

井
上
選
手
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

◆
ご
声
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
へ

　

い
つ
も
た
く
さ
ん
の
応
援
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。地
元
の
皆

さ
ん
の
応
援
は
本
当
に
力
に
な
り

ま
す
。今
ま
で
の
大
会
と
違
い
、1

点
を
取
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
ん
で
す
ね
。

引
き
続
き
頑

張
り
ま
す
の

で
、
応
援
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◆
世
界
を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
へ

　

夢
は
絶
対
に
か
な
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

井
上
香
織
選
手

　
応
援
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

・
募
金
総
額　

2
3
7
万
8
9
0
7
円

・
9
月
10
日
現
在
の
支
出
額

　

2
3
4
万
4
千
円

【
内
訳
】
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
会
場
設
営
費（
2
回
分
）

1
5
0
万
円
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

ル
ー
ン
32
万
7
千
円
、懸
垂
幕
・

看
板
等
31
万
7
千
円
、
そ
の
他

20
万
円

※
決
算
が
確
定
次
第
、
改
め
て
報

告
し
ま
す
。

〜
井
上
選
手
と
市
民
と
の
一
問
一
答
〜

国旗に
寄せ書き

出石総合支所前
で大応援会

豊岡市民プラザで
激励会を開催

市民が一丸となって応援!!

「メダルを持っ
て帰ってね！」

市民会館での報告会。スティックバルーン
で「井上、チャ、チャ、チャ」

出石中学校で。
皆さんの応援に感謝

「わしの応援も
届いたかのう」

総合体育館で応援。銅メダル獲得に
みんなでバンザ～イ!!
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ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
？

　
ジ
オ
パ
ー
ク
は「
地
球
活
動
遺

産
」と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
球
の
活
動
で
生
じ
た
地
形
・
地

質
を
基
盤
と
し
て
、
気
候
・
風
土
、

生
物
、
文
化
・
歴
史
、
人
々
の
暮

ら
し
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
7
月
に
実
現
し
た
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
湿
地
登
録
も
、
豊
岡
独

特
の
地
形
や
風
土
・
文
化
の
上
に

成
り
立
っ
た
生
物
多
様
性
や
コ
ウ

ノ
ト
リ
野
生
復
帰
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
偉
大
な
風
景
も
、
湧
き
出
る
温

泉
も
、
冬
の
味
覚
の
カ
ニ
も
、
地

球
活
動
が
も
た
ら
し
た
恵
み
で
す
。

大
地
の
恵
み
を「
見
て
」「
食
べ
て
」、

地
球
活
動
と
人
々
の
暮
ら
し
の
関

係
を「
学
び
」楽
し
む
場
所
が
ジ
オ

パ
ー
ク
で
す
。

第
４
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
で
構
成
す
る「
ア
ジ
ア

太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
A
P
G
N
）」の
第
4
回
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
、
平
成
27
年
に
山
陰APGN委員会でプレゼンする中貝市長

玄武洞公園

人々の暮らし、生物
文化・歴史

ジオパーク

気候・風土

地形・地質

　山陰海岸ジオパークが世界ジオパークの仲間入りをして、10月で２周年を迎えます。
　世界に認められたのは、玄武洞などの価値ある貴重な地域資源を保全しながら、教育や観光な
どに「活用」している「人々の活動」が、今後も続くと評価されたからです。
　現在、市内各地域で、ジオパークを教育や観光などに活用した活動が行われています。ジオパ
ークを通じて「地域の宝」を再発見し、地域活性化に有効に活用していくため、さらに活動を盛り
上げていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　《問合せ》観光課☎21-9016

山陰海岸ジオパーク
世界ジオパークネットワーク

（GGN）加盟2周年!!
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海
岸
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
の
正
式
な
開
催
誘
致

の
表
明
後
、今
年
5
月
に
長
崎
県
島

原
市
で
行
わ
れ
た
A
P
G
N
委
員

会
で
、山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会（
会
長
　
豊
岡
市
長
）が
開

催
誘
致
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
委
員

会
か
ら
正
式
に
山
陰
海
岸
で
の
開

催
決
定
の
知
ら
せ
を
受
け
ま
し
た
。

　
地
域
資
源
と
人
々
の
活
動
を
、ア

ジ
ア
を
中
心
と
し
た
世
界
に
向
け

て
発
信
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

こ
れ
に
向
け
て
、さ
ら
に
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

ガ
イ
ド
活
躍
中
！

　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど

こ
ろ
で
あ
る
ジ
オ
サ
イ
ト
を
案
内

す
る
ガ
イ
ド
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
案
内
が
良
く
て
、
も
う
一
度
来

た
」と
い
う
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加

し
、
観
光
客
の
満
足
度
も
向
上
し

て
い
ま
す
。

　
昔
行
っ
た
場
所
で
も
、
も
う
一

度
足
を
運
び
、
ガ
イ
ド
の
案
内
を

聞
い
て
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
玄
武
洞
公
園
ガ
イ
ド

▽
案
内
ポ
イ
ン
ト
　
柱
状
節
理
の

仕
組
み
、
玄
武
洞
の
石
の
利
用

と
玄
武
洞
の
で
き
方
、
玄
武
洞

公
園
の
歴
史
、学
術
的
価
値（
松

山
逆
磁
極
期
）な
ど

▽
ガ
イ
ド
実
施
時
間
　
午
前
9
時

〜
午
後
5
時

▽
定
休
日
　
年
末
年
始

▽
事
前
予
約
　
可
能（
フ
ァ
ッ
ク

ス
に
よ
り 

前
日
ま
で
に
予
約
）

▽
ガ
イ
ド
料
金
　
無
料

▽
問
合
せ
　
豊
岡
観
光
協
会

　
☎
22

8
1
1
1

　
FAX 

22

8
1
1
2

▽
ガ
イ
ド
実
施
時
間
　
午
前
9
時

〜
午
後
5
時

▽
定
休
日
　
木
曜
日

▽
事
前
予
約
　
必
要（
電
話
で
前

日
ま
で
に
予
約
）

▽
ガ
イ
ド
料
金
　
有
料

▽
問
合
せ
　
北
前
館

　
☎
47

2
0
2
0

▽
問
合
せ
　
神
鍋
観
光
協
会

　
☎
45

0
8
0
0

　
FAX 

45

1
5
0
1

●
竹
野
海
岸
ガ
イ
ド

▽
案
内
ポ
イ
ン
ト
　
猫
崎
半
島
の

地
質
や
産
出
さ
れ
る
化
石
、
は

さ
か
り
岩
、
淀
の
洞
門
、
地
形

と
北
前
船
の
関
係
な
ど

●
神
鍋
高
原
ガ
イ
ド

▽
案
内
ポ
イ
ン
ト
　
神
鍋
火
山
の

地
質
や
周
辺
に
植
生
す
る
山
野

草
、
神
鍋
の
溶
岩
流
が
作
り
出

し
た
滝
や
名
所
な
ど

▽
ガ
イ
ド
実
施
時
間
　
午
前
9
時

〜
午
後
5
時

▽
定
休
日
　 

不
定
休

▽
事
前
予
約
　
必
要（
フ
ァ
ッ
ク

ス
に
よ
り 

前
日
ま
で
に
予
約
）

▽
ガ
イ
ド
料
金
　
有
料

玄
武
洞
公
園
内
の
園
路
通
行

規
制
の
お
知
ら
せ

　

　
玄
武
洞
公
園
で
は
、
安
全
対
策

工
事
の
た
め
、
次
の
期
間
中
、
公

園
内
の
園
路
通
行
規
制
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
用
車
両
が
園
内
の

仮
設
道
路
等
を
通
行
し
ま
す
の
で
、

気
を
付
け
て
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
工
事
期
間
　
12
月
末
日
ま
で

（
予
定
）日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
そ
の
他
　
ガ
イ
ド
案
内
、
玄
さ

ん
出
演
は
、
通
常
ど
お
り
実
施

年 項目
平成22年（2010年）GGN加盟

平成26年（2014年）
GGN再審査
※世界ジオパークは、４年に１度再審
査があります。

平成27年（2015年）
第４回APGNシンポジウムを山陰海岸
で開催
※第３回は、平成25年に済州島（韓国）
で開催

山陰海岸ジオパークの動き（GGN・APGN関連）

世界ジオパークネットワーク（GGN）
27カ国87地域（平成23年10月現在）加盟

ブラジルなど

ヨーロピアンジオパーク
ネットワーク（EGN）
イギリス、イタリア、
ギリシャなど

APGN
中国、日本、
韓国など



市
政
の
動
き

　  

9
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

　

8
月
31
日
、
平
成
24
年
第
３
回

市
議
会
定
例
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ

ダ
ル
の
井
上
香
織
選
手
への
声
援
の

お
礼
や
、
京
都
府
宇
治
市
の
災
害

復
興
支
援
な
ど
の
報
告
を
し
た
後
、

提
出
議
案
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
主
な
施
策
》

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し

　

 

た
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ  

　

国
は
、
岩
手
県
の
可
燃
物
・
木

く
ず
お
よ
び
宮
城
県
の
可
燃
物
の

受
け
入
れ
調
整
を
行
う
自
治
体
を

16
都
府
県
に
限
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
兵
庫
県
は
そ
れ
に
含

ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
本
市
は
、

宮
城
県
の
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入

れ
検
討
を
終
了
し
ま
し
た
。

○
豊
岡
消
防
署
城
崎
分
署
庁
舎

 

　

新
築
整
備

　

豊
岡
消
防
署
城
崎
分
署
庁
舎
は
、

老
朽
化
が
激
し
く
、
敷
地
が
狭
い

た
め
、
旧
城
崎
幼
稚
園
跡
地
に
移

転
し
整
備
し
ま
す
。
今
議
会
に
、

同
敷
地
測
量
と
基
本
設
計
の
予
算

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
ポ
リ
オ
定
期
予
防
接
種
の

　
　

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
へ
の
移
行

　

9
月
か
ら
ポ
リ
オ
の
定
期
予
防

接
種
が
、
従
来
の
経
口
に
よ
る
生

ワ
ク
チ
ン
の
2
回
接
種
か
ら
、
注

射
に
よ
る
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
4

回
接
種
に
移
行
し
ま
す
。
ま
た
、

集
団
接
種
か
ら
協
力
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
に
変
わ
り
ま
す
。

○
歩
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備

　

歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
旧
市
町
に
１
カ
所

ず
つ
、
安
全
で
歩
行
距
離
の
目
標

設
定
が
可
能
な
歩
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
整
備
し
ま
す
。

○
市
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

の
民
間
移
管
の
実
施
方
針

　

全
て
の
市
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
民
間
移
管
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
の
利
用
が
約
8
割

を
占
め
て
い
る
点
を
重
視
し
、
環

境
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
、現
指
定
管

理
者
へ
の
移
管
を
考
え
て
い
ま
す
。

○
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の

 

　

開
設

　

10
月
か
ら
障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
業
務
は
豊
岡

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
ま

す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

　
「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」

は
、
7
月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
初
の
登
録
で
あ
り
、
河
川
名
の

入
っ
た
湿
地
登
録
は
日
本
で
初
め

て
で
す
。
こ
れ
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

野
生
復
帰
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
自

然
再
生
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
円
山
川
」は
、
ア
ジ
ア

で
の
湿
地
管
理
の
最
良
の
実
践
例

と
し
て
、「
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
グ

ロ
ー
ブ
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

○
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の

 

　

見
直
し

　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
、

平
成
18
年
に
策
定
し
ま
し
た
が
、

予
想
以
上
の
人
口
減
少
や
経
済
情

勢
の
低
迷
、
ご
み
量
の
減
少
な
ど

を
受
け
、
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
、
計
画
案
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
目
標
期
間
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
平
成
38
年
度
ま
で
で
す
。

平
成
38
年
度
と
平
成
23
年
度
と
比

較
し
て
、
ご
み
減
量
の
数
値
目
標

は
14
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
削
減
、
最

終
処
分
量
は
10
分
の
１
以
下
ま
で

削
減
、
ま
た
平
成
38
年
度
の
再
生

利
用
率
は
27
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

○
豊
岡
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　

今
後
の
水
道
を
取
り
巻
く
状
況

に
対
応
す
る
た
め
の
目
指
す
べ
き

将
来
像
や
目
標
を
設
定
し
た
、
豊

岡
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま

し
た
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
る
ま
ち

○
但
東
北
部
温
泉
の
新
泉
源
掘
削

　

 

事
業
の
進
捗
状
況

　

た
ん
た
ん
温
泉「
福
寿
の
湯
」の

新
た
な
泉
源
掘
削
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。
10
月
中
に
供
用
を
開
始

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　

昨
年
7
月
に
東
京
･
有
楽
町
に

オ
ー
プ
ン
し
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
恵
み
豊
岡
」が

1
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

1
年
間
の
総
売
上
高
は
2
0
4 

0
万
円
で
、
運
営
事
業
者
に
お
い

て
は
8
7
8
万
円
の
純
損
失
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
売
上
げ
増
に
つ
な
が

る
取
組
み
の
展
開
を
要
請
し
、
来

店
者
な
ど
に
、
豊
岡
の
魅
力
を
発

信
し
続
け
ま
す
。

○「（
仮
称
）カ
バ
ン・ア
ル
チ
ザ
ン・

 

ス
ク
エ
ア
事
業
」

　

宵
田
商
店
街
の
空
き
店
舗
を

活
用
す
る「（
仮
称
）カ
バ
ン
・
ア

ル
チ
ザ
ン
・
ス
ク
エ
ア
事
業
」は
、

市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
に
位
置
づ
け
た
事
業
で
す
。

　

事
業
主
体
は
豊
岡
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
で
、
か
ば
ん
の
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
、

か
ば
ん
職
人
育
成
学
校
な
ど
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
議
会
に
、
土
地
・
建
物
の
取

得
、
実
施
設
計
等
に
係
る
費
用
の

補
助
の
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
南
庁
舎
別
館
の
利
活
用
事
業

　

南
庁
舎
別
館
の
建
物
の
文
化
的

な
価
値
を
生
か
し
な
が
ら
、
に
ぎ

わ
い
の
拠
点
施
設
を
創
出
し
ま
す
。

　

豊
岡
は
お
菓
子
の
神
様
の
田た

道じ

間ま

守も
り

の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、「
お
菓
子
」を
テ
ー
マ
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
管
理
・
運
営
を
委
託
す

る
事
業
者
は
公
募
し
ま
す
。

　

今
議
会
に
建
物
改
修
整
備
の
実

施
設
計
等
の
予
算
を
提
出
し
て
い

ま
す
。

○
中
川
地
区
の
工
業
用
地
の
買
い

 

戻
し

　

本
用
地
は
、
平
成
16
年
に
、
出

石
町
が
日
本
シ
ー
ル
工
業
株
式
会

社
と
新
工
場
用
地
と
し
て
売
買
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
が
、
同
社
か

ら
、
新
工
場
建
設
中
止
を
決
定
し

た
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
は
、
契
約
書
に
基
づ
き
契
約
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※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

定
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

○
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
に
対
す
る

 

　

支
援

　

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
は
、
地
域

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
社
会
基

盤
や
多
様
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
で

あ
る
た
め
、
市
は
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
は
過
去
最
高

と
な
る
約
8
億
円
の
営
業
損
失
を

計
上
し
、
最
も
重
要
な
安
全
・
安

心
な
運
行
に
支
障
が
出
か
ね
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
京
都
府
か
ら
、
沿

線
自
治
体
が
施
設
・
設
備
整
備
費

を
負
担
し
、
安
全
運
行
に
必
要
な

設
備
投
資
を
10
年
間
で
計
画
的
に

実
施
す
る
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、

市
は
こ
の
支
援
に
関
す
る
予
算
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
京
都
府
に
対
し
、
今
後
、

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の
経
営
体
制

の
刷
新
に
向
け
た
具
体
的
努
力
が

見
え
な
い
限
り
、
市
の
予
算
執
行

は
留
保
す
る
旨
を
伝
え
て
い
ま
す
。

○
魅
力
あ
る
景
観
形
成
の
取
組
み

　
「
豊
岡
ら
し
い
風
景
」を
守
り
、

育
て
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
次

世
代
に
継
承
し
、
魅
力
と
活
力
あ

る
豊
岡
を
実
現
す
る
た
め
、
豊
岡

市
景
観
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
豊
岡
市
景
観
条
例

を
施
行
し
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
幼
・
保
の
あ
り
方
計
画
の

 

進
捗
状
況

　
「
豊
岡
市
に
お
け
る
幼
稚
園
・

保
育
所
の
あ
り
方
計
画
」に
基
づ

き
、
豊
岡
地
域
に
お
い
て
、
五
荘

幼
稚
園
と
奈
佐
幼
稚
園
の
再
編
、

八
条
地
区
・
港
地
区
・
三
江
地
区

の
認
定
こ
ど
も
園
の
開
設
、
豊
岡

め
ぐ
み
幼
稚
園
・
豊
岡
ひ
か
り
幼

稚
園
・
田
鶴
野
幼
稚
園
・
新
田
幼

稚
園
・
中
筋
幼
稚
園
・
神
美
幼
稚

園
の
２
年
保
育
の
導
入
な
ど
、
来

年
度
の
開
園
に
向
け
た
取
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

○
日
高
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

ア
レ
ル
ギ
ー
専
用
調
理
室
増
築

　
「
学
校
給
食
施
設
の
あ
り
方
計

画
」で
は
、
学
校
給
食
施
設
の
豊

岡
・
出
石
・
日
高
の
3
施
設
へ
の

再
編
と
併
せ
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
も
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

日
高
施
設
に
ア
レ
ル
ギ
ー
専
用
調

理
室
を
増
築
す
る
と
と
も
に
、
関

連
設
備
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
小
学
校
水
泳
プ
ー
ル
の
改
築　

　

耐
用
年
数
の
30
年
を
経
過
し
た

老
朽
プ
ー
ル
を
保
有
す
る
学
校
は

14
校
あ
り
、
今
年
度
は
竹
野
小
学

校
の
プ
ー
ル
を
整
備
し
ま
す
。

　

今
議
会
に
来
年
度
整
備
す
る
田

鶴
野
小
学
校
と
新
田
小
学
校
の
プ

ー
ル
の
実
施
設
計
の
予
算
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

○「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」

　

10
月
8
日
を「
と
よ
お
か
家
族

の
日
」と
し
て
制
定
し
、
教
育
の

原
点
で
あ
る
家
庭
の
教
育
力
向
上

を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
育
ち
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

○
市
民
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理

　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
を
指
定
管
理

者
に
よ
る
管
理
に
移
行
す
る
た
め
、

今
議
会
に
豊
岡
市
立
豊
岡
市
民
プ

ラ
ザ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
Ｎノ

　

モ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
野
茂
英

雄
氏
が
、
プ
ロ
野
球
や
社
会
人
野

球
を
夢
見
る
若
者
の
た
め
に
設
立

し
た
野
球
チ
ー
ム「
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」が
、
年
内

を
め
ど
に
本
市
に
本
拠
地
を
移
転

し
ま
す
。
球
団
事
務
所
を
城
崎
大

会
議
館
内
に
設
置
す
る
の
に
必
要

な
改
修
工
事
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ゲ

ー
ジ
の
購
入
等
、
練
習
環
境
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○（
仮
称
）豊
岡
市
市
有
財
産
売
払
・

 

貸
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

市
で
管
理
し
て
い
る
土
地
や
物

品
等
、
ま
た
、
土
地
開
発
基
金
や

土
地
開
発
公
社
が
保
有
し
て
い
る

土
地
な
ど
で
利
活
用
計
画
が
定
め

ら
れ
て
い
な
い
財
産
に
つ
い
て
、

売
却
や
貸
付
に
よ
る
自
主
財
源
確

保
を
目
的
に
、
秋
の
大
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

旧
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
は
、
6

月
に
1
億
1
5
1
0
万
円
で
売
却

し
ま
し
た
。

○
新
庁
舎
建
設
事
業

　

現
本
庁
舎
は
、
3
階
部
分
の
解

体
工
事
、
外
壁
仕
上
材
の
撤
去
工

事
が
完
了
し
、
1
、
2
階
の
外
壁

補
修
工
事
、
3
階
部
分
の
復
元
工

事
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

新
庁
舎
は
、
免
震
装
置
の
取
付
け

な
ど
地
下
免
震
階
の
基
礎
工
事
が

完
了
し
、
地
上
階
の
躯く

体
工
事
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
事
業
に
係
る

 

備
品
購
入

　

納
品
ま
で
に
期
間
を
要
す
る
備

品
の
う
ち
、
ま
ず
、
新
庁
舎
3
階

か
ら
6
階
の
執
務
室
の
カ
ウ
ン
タ

ー
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
と
し
、

契
約
の
議
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

を
解
除
し
、
当
初
の
売
買
価
格
と

同
額
で
土
地
の
買
い
戻
し
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

○
出
石
の
旧
コ
ウ
ノ
ト
リ

 
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

旧
コ
ウ
ノ
ト
リ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
は
、
平
成
21
年
以
降
、
休
業
状

態
に
あ
り
ま
し
た
が
、
8
月
に
株

式
会
社
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム
か
ら
、
ホ
テ
ル
と
し
て
再
建
し
、

来
年
1
月
に
は
オ
ー
プ
ン
し
た
い

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の

 

冬
ダ
イ
ヤ

　

昨
年
の
冬
ダ
イ
ヤ
は
、
降
雪
時

の
安
全
運
航
確
保
の
観
点
か
ら
、

午
前
便
を
約
20
分
繰
り
下
げ
、
午

後
便
を
約
１
時
間
半
繰
り
上
げ
る

改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。
利
便
性
が

著
し
く
低
下
し
、
利
用
率
は
対
前

年
比
で
12
・
7
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

ま
し
た
。

　

市
は
、
次
期
冬
ダ
イ
ヤ
改
正
で

利
便
性
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
要

望
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
11
月
と
3
月
の
ダ

イ
ヤ
は
、
現
在
の
夏
ダ
イ
ヤ
に
準

じ
た
も
の
に
改
正
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。

　

し
か
し
、
12
月
か
ら
2
月
の
午

後
便
は
、
前
期
の
冬
ダ
イ
ヤ
よ
り

さ
ら
に
1
時
間
の
繰
り
上
げ
が
予
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　８月26日、県立但馬ドームを発着点とした｢兵庫神鍋高原マラソン全国大会｣を、神鍋高
原周回コースで開催しました。
　今年は雨が少なく、当日も雲がほとんどない快晴であったため、午前９時30分には気温
が30度を超える、大変な暑さの中での厳しいレースとなりました〔ハーフマラソンスタート
時（午前８時30分）の気温28.8度、湿度63パーセント〕。
　参加申込者のうち5,042人が出走し、暑さに負けることなく4,703人が見事完走しました。
　レース後は、ランナーだけでなく応援に訪れた家族連れなども、高原スイカ、プチトマト、
但馬牛のバーベキュー、ニジマスの塩焼きなどの地元の特産品を味わい、ニジマス釣りやつ
かみ取りなどのアトラクションを満喫していました。
　今年も、800人を超える市民ボランティアの支えにより、無事に大会を終えることがで
きました。

《問合せ》スポーツ振興課☎21-9023

第33回兵庫神鍋高原マラソン全国大会
を開催しました！

電気自動車が先導 但馬牛のバーベキュー ごみ収集ボランティア

スイカのサービス バンザイコーナー ハイタッチでランナーを応援

広報とよおか　2012.9.25 8



〜
10
月
１
日
か
ら「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」が
施
行
さ
れ
ま
す
〜

絶
対
に
許
さ
な
い
!!
障
害
者
虐
待

虐
待
の
種
類

虐
待
に
あ
た
る
行
為

虐
待
に
気
付
い
た
ら

速
や
か
に
通
報
を

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐

待
を
、
障
害
者
の
生
活
の
世
話
や

金
銭
管
理
等
を
し
て
い
る
家
族
な

ど
に
よ
る「
養
護
者
に
よ
る
障
害

者
虐
待
」と
、
障
害
者
福
祉
施
設

や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で

働
い
て
い
る
職
員
に
よ
る「
障
害

者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
障

害
者
虐
待
」、
障
害
者
を
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
な
ど
に
よ
る「
使

用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
」の
3

種
類
に
分
け
て
い
ま
す
。

　
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律（
障
害
者
虐
待
防
止
法
）」は
、
障
害
者
の
当
た
り
前
の
生
活

を
守
る
た
め
の
法
律
で
す
。

　

虐
待
に
よ
っ
て
障
害
者
の
権
利
や
尊
厳
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
を
防

ぎ
、
障
害
者
の
安
定
し
た
生
活
や
社
会
参
加
を
助
け
る
た
め
に
、み
ん

な
で
虐
待
の
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎
24

7
0
3
3

◆
身
体
的
虐
待　

暴
力
や
体
罰
な

ど
に
よ
っ
て
身
体
に
あ
ざ
や
痛

み
を
与
え
る
こ
と
。
身
体
を
縛

り
付
け
た
り
し
て
身
体
の
動
き

を
抑
制
す
る
こ
と（
げ
ん
こ
つ

で
殴
る
、
ビ
ン
タ
す
る
、
柱
や

ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
る
な
ど
）。

◆
性
的
虐
待　

わ
い
せ
つ
な
行
為

を
す
る
こ
と
、さ
せ
る
こ
と（
裸

に
す
る
、
性
的
行
為
を
強
要
す

る
、
本
人
の
前
で
わ
い
せ
つ
な

言
葉
を
発
す
る
な
ど
）。

◆
心
理
的
虐
待　

暴
言
、
拒
絶
的

な
対
応
な
ど
に
よ
っ
て
、
精
神

的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と（「
あ
ほ

う
」「
ば
か
」と
の
の
し
る
、
笑

い
も
の
に
す
る
、
わ
ざ
と
冷
た

い
目
で
見
て
相
手
に
し
な
い
、

無
視
す
る
な
ど
）。

◆
放
棄
・
放
任　

食
事
や
排
せ
つ
、

入
浴
、
洗
濯
な
ど
身
辺
の
世
話

や
介
助
を
し
な
い
、
長
時
間
の

放
置
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
さ
せ
な
い
、
な
ど
、
養

護
を
著
し
く
怠
る
こ
と（
食
事

を
与
え
な
い
、
病
気
に
な
っ
て

も
治
療
を
受
け
さ
せ
な
い
、
お

む
つ
の
交
換
を
し
な
い
、
学
校

に
行
か
せ
な
い
な
ど
）。

◆
経
済
的
虐
待　

障
害
者
の
財
産

を
不
当
に
処
分
し
た
り
、
障
害

者
か
ら
不
当
に
財
産
上
の
利
益

を
得
る
こ
と（
年
金
や
賃
金
を

渡
さ
な
い
、
本
人
の
同
意
な
し

に
財
産
や
預
貯
金
を
処
分
・
運

用
す
る
な
ど
）。

　

障
害
者
虐
待
へ
の
対
応
は
、
問

題
が
深
刻
化
す
る
前
に
、
早
期
に

発
見
し
、
障
害
者
や
養
護
者
な
ど

に
対
す
る
支
援
を
始
め
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
虐
待
に
気
付
い
た
ら
、

す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

※
通
報
や
届
け
出
を

し
た
方
の
情
報
は

厳
守
し
ま
す
。

　

障
害
者
虐
待
に
関
す
る
通
報
や

届
け
出
、
支
援
な
ど
の
相
談
は
、

豊
岡
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ

ー（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

豊岡市障害者虐待防止センターを開設します
　障害者虐待防止法の施行に伴い、本市に豊岡市
障害者虐待防止センターを開設します。

センターの概要
◇開設日　10月１日（月）
◇場　所　総合健康ゾーン健康福祉施設内（立野町）
◇運営等　豊岡市社会福祉協議会へ委託
　　　　　（センター職員　５人）
※窓口対応は、午前８時30分～午後５時15分
　（電話、メール受付は24時間対応）
《問合せ》豊岡市障害者虐待防止センター
　　　　☎26-6060 FAX26-6070
　　　　メールアドレス（パソコン）
　　　　　tsuuhou-24@bz04.plala.or.jp
　　　　メールアドレス（携帯電話）
　　　　　tsuuhou-24@docomo.ne.jp

◇主要な事業
・障害者虐待の通報・届出の受理
・障害者およびその養護者に対しての相
談・指導および助言
　・包括的な相談支援の充実
　・家庭訪問等個別支援
・広報・啓発活動等

広報とよおか　2012.9.259
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10月から 毎月第２水曜日は
豊岡ノーマイカーデー!!
　市民みんなで取り組む環境行動として「豊岡ノーマイカーデー」を6月27日に実施しました。これを受
けて、今年10月から定期的にノーマイカーデーを実施します。市民の皆さん、家庭で、また会社や地域で、
ぜひ、取り組みましょう。
《登録・報告・問合せ》地域戦略推進課☎21-9012 FAX26-1337 E-mail:ecovalley@city.toyooka.lg.jp

　ノーマイカーデーとは、普段マイカーで通勤や外出
している方が、徒歩や自転車、公共交通機関などを
利用して、車中心の生活を見直すきっかけとする日で
す。これは、地球温暖化の防止や公共交通の利用促
進、歩いて暮らすまちづくりを推進する狙いがあります。
◇実施日　毎月第２水曜日〔第1回は10月10日（水）〕
◇取組み期間
　　第1期　平成24年10月～平成25年３月
　　第2期　平成25年4月～９月
　　第3期　平成25年10月～平成26年３月
　　第4期　平成26年4月～９月
　　第5期　平成26年10月～平成27年３月
◇対象者
　①市内の事業所に自家用車で通勤している方
　②自家用車で通勤、通学、通院、買い物などを
している市民

◇実施日　６月27日（水）
◇参加事業所数　32事業所
◇参加人数　523人
◇当日乗込者数の比較
　全但バス…117.5％（2,429人→2,854人）　
　　※平成24年３月、６月の調査平均数値との比較
　JR…150.7％（142人→214人）
　　※平成24年６月の毎週水曜日の調査平均値との比較
　　※市内各駅から豊岡駅で降車した方をカウント
◇転換距離　10,220km
　⇒豊岡－東京間7.5往復の距離（マイカーから徒歩や
公共交通機関に転換した距離で、ノーマイカーデー
参加者の往復移動距離から試算）

◇CO2削減量　2,324㎏
　⇒杉の木約166本分が１年間に吸収するCO2量
　⇒約180世帯が１日に排出するCO2量
◇参加者の声（抜粋）
　・新鮮な気分で通勤できました。
　・自転車道や歩道の整備をしてほしい。
　・朝からいい運動ができました。健康のためにも今
後もエコ通勤ができればと思いました。

6月27日に実施したノーマイカーデー
の結果をお知らせします ①参加した市民の方には、１回につき市民エコ

ポイント１ポイントを交付
②参加した事業所には、１期につき企業エコポ
イント2,500ポイントを交付
③豊岡健康ポイントを１回につき50ポイント加算
④500円で全但バスが１日乗り放題になるフリー
乗車券を発行
⑤全但バスの定期券かフリー乗車券の提示により、
下記の店舗で無料提供や割引などのサービスあり
　※サービスの詳細は、各店舗または全但バス
へ問い合わせください。

　【協賛店舗】※随時拡大中
　お好み焼き･たこ焼き 翁、キヌガワクリーニング、ス
ナックシオン、レストラン ピーコック、こしの花店、
鉄板焼き･お好み焼き かくれんぼ、串焼き ゆん、
テルミー美容院、おばたかばん店、カバンステーショ
ン・ブティック クロワッサン、サイクルショップ井上、
アートフィアー、MATSUYA MENS&LADYS

《問合せ》
　①②は地域戦略推進課☎21-9012
　③は健康増進課　　　☎24-7034
　④⑤は全但バス　　　☎079-662-2133

ノーマイカーデー参加特典！

◇参加登録単位　対象者①の方は事業所単位で、
対象者②の方は個人で参加登録をしていただき
ます。ただし、勤務先の事業所が参加しない場
合は、個人での参加登録を受け付けます。
◇登録方法　所定の「参加登録書」を郵送、ファッ
クス、メール、または電話（個人登録のみ）のい
ずれかの方法で提出してください。
◇登録期限　各期ごとに登録が必要です。各月第1
水曜日までに申し込みください。
◇実施結果の報告　毎月「実施結果報告書」を郵送、
ファックス、メール、または電話（個人登録のみ）
のいずれかの方法で提出してください。
◇報告期限　毎月第３金曜日
◇実施結果の検証・公表　実施結果をもとに二酸
化炭素（CO2）の削減量などを市広報紙等で公表し
ます。



広報とよおか　2012.9.2511

みんなで取り組もう
豊岡エコポイント vol.1

　市では、環境行動の成果が形となって表れ、実感できる仕組み「豊岡エコポイント」を実施
しています。抽選会や、賞品などの情報をシリーズでお知らせします。

《問合せ》地域戦略推進課☎21-9012

エコポイントトピックス①
「グリーンカーテンに取り組んだら１回抽選！」
　今年の夏も大変暑く、暑さ対策として多くの
家庭でグリーンカーテンに取り組まれたのでは
ないですか？このグリーンカーテンは、市民エ
コポイントの対象行動の一つです。概ね180cm
程度の幅でカーテン状になっていればOKです。
　状況の分かる写真を地域戦略推進課または各
総合支所地域振興課に持参すると、市民エコポ
イント10ポイントを交付します。ただし、１世
帯１カ所のみ対象です。
《グリーンカーテンの効果》
　グリーンカーテンとは、つる性の植物を日の
当たる窓の外に這わせて作る自然のカーテンで
す。日差しを和らげ、室温の上昇を抑える効果
があります。また、植物は根から吸った水を葉
から水蒸気として排出しますが、そのときに周
りの熱を奪うので、周りの空気はひんやりして
います（これを蒸散作用といいます）。

　　　　市民エコポイント第１回抽選会を行います！
　◇日時　11月4日（日）午前10時～午後４時
　◇場所　総合体育館前広場
　　　　　（雨天時は、じばさん但馬 第1交流センター）
　◇内容　市民エコポイント10ポイントで１回抽選ができます。
　　　　　大きな「ガラガラ」を回し、もらってうれしい賞品を当てましょう。ハズレなし。

エコポイントトピックス②
「コウノトリの舞」ブランドって？
　「コウノトリの舞」ブランドをご
存じですか？これは市独自のブラ
ンドで、環境に配慮した栽培技術の導入により、安
全・安心な農産物や農産加工品を生産する団体を「コ
ウノトリの舞」農産物等生産団体として認定していま
す。この認定団体によって生産された農産物等は「コ
ウノトリの舞」ブランドの商品として販売されていま
す。
　このブランドには①農薬・化学肥料を使用していな
いもの②農薬・化学肥料を低減したもの③「コウノトリ
の舞」農産物を主原料とした加工食品の３種類があ
り、それぞれに「認定ロゴマーク」が貼られて出荷され
ます。お米、野菜、トマトケチャップ、ブルーベリージャ
ムなどがありますので、ぜひ一度、食べてみてください。
　「コウノトリの舞」ブランドの商品を購入すると、ブ
ランドマーク１枚につき市民エコポイント１ポイン
トを交付します。

　市民エコポイントの抽選会の
賞品提供に協賛していただける
事業所を募集しています。事業
所での環境に対する取組みや、
自社の商品を市内外の方にPRで
きる良い機会です。　　
　一緒に環境都市「豊岡エコバ
レー」をつくりませんか。賛同
していただける場合は連絡して
ください。
《連絡先》地域戦略推進課
　　　　☎21-9012

　７月２日から９月７日までの間、家庭での節電をお願いしてきました。平成22年度に比べ、
10％以上の節電を目標としてきましたが、その目標を上回る節電（関西電力管内△11％）が
できました。ご協力ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　―豊岡市―

夏の節電にご協力いただき、ありがとうございました。

※これらは一例です。まだまだたくさんありますので、次号で紹介します。

オーガニックコットンバッグ

電動アシスト自転車
［賞品の一例］

電気生ごみ処理機

ソーラーライト・充電器

健康サプリ
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展開中！！
～但馬⇔大阪（伊丹）便搭乗率70%を目指して～

・発着時刻は、天候その他やむを得ない理由により変更される場合があります。搭乗前に確認してください。
・「所要時間」は、それぞれ大阪（伊丹）での乗継時間を含みます。

《所要時間》最短約２時間35分 《所要時間》最短約２時間５分

但馬 大阪（伊丹） 東京
（羽田）

出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

10：00 JAC
2322 10：40 11：30 JAL

114 12：40

18：05 JAC
2324 18：45 19：30 JAL

134 20：40

東京
（羽田） 大阪（伊丹） 但馬

出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

 7：30 JAL
103  8：35  8：55 JAC

2321  9：35

15：30 JAL
125 16：35 17：00 JAC

2323 17：40

《所要時間》最短約２時間35分 《所要時間》最短約２時間10分

但馬 大阪（伊丹） 東京
（羽田）

出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

10：05 JAC
2322 10：45 11：30 JAL

114 12：40

18：05 JAC
2324 18：45 19：30 JAL

134 20：40

東京
（羽田） 大阪（伊丹） 但馬

出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

 7：30 JAL
103  8：40  9：00 JAC

2321  9：40

15：30 JAL
125 16：40 17：00 JAC

2323 17：40

10月1日から 運航ダイヤが変わります！
コウノトリ但馬空港を利用の皆さんへ

　コウノトリ但馬空港便の運航ダイヤが、10月１日（月）から変更されます。
　市では、東京直行便の実現に向けて｢ターゲット７

ナナ
０
マル
｣と題し、コウノトリ但馬空港便の搭乗率を70パー

セントにする取組みを展開しています。
　皆さん、早くて快適なコウノトリ但馬空港便を、ぜひ、利用してください。

《問合せ》都市整備課交通政策係☎23-1712

【
助
成
対
象
】

・
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学

の
方

・
豊
岡
市
出
身
の
方
や
そ
の
家
族

※
市
内
の
実
家
に
帰
省
し
た
場
合

な
ど
に
適
用

・
商
用
で
市
内
の
企
業
や
事
業
所

に
来
ら
れ
た
方

【
主
な
運
賃
】

・
券
種
で
設
定
条
件
が
異
な
る
た

め
、
要
確
認

泫
3
歳
以
上
12
歳
未
満
に
適
用

※「
大
阪（
伊
丹
）̶ 　

東
京（
羽
田
）」

は
、
利
用
日
や
便
で
運
賃
が
異

な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
旅
行
代

理
店
や
J
A
L
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
J
A
L
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://w
w
w
.jal.co.jp

【
助
成
申
請
方
法
】

●
事
前
助
成

運
賃
助
成
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
!

▼「但馬̶大阪（伊丹）」（片道）
券種 運賃額 助成後金額

大人普通
運賃 12,400円 5,400円

小児普通
運賃（注） 6,200円 2,700円

特便割引１ 7,900円～ 4,000円～

先得割引 5,900円～ 2,700円～

運航ダイヤ１　（10月１日～10月27日）

運航ダイヤ2　（10月28日～11月30日）

　
市
内
旅
行
代
理
店
で
申
請
し
、

助
成
適
用
後
の
金
額
で
購
入

※
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
で
の
事

前
助
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
搭
乗
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
必

ず
購
入
し
た
代
理
店
で
払
い
戻

し
手
続
き
を
行
って
く
だ
さ
い
。

●
事
後
助
成

　
搭
乗
後
に
市
役
所
で
申
請
し
、

指
定
口
座
で
助
成
金
を
受
け
取
る

▽
窓
口
　
都
市
整
備
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

▽
方
法
　
搭
乗
半
券
ま
た
は
搭
乗

案
内
と
振
込
先
の
分
か
る
も
の

を
持
参
の
上
、
窓
口
で
申
請

※
手
続
き
は
、
搭
乗
後
お
お
む
ね

1
カ
月
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
一
部
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
銀
行
の
取
り
扱

い
は
で
き
ま
せ
ん
。

旅行代理店 電話番号
㈱さとうトラベルサービス豊岡店 22-0007
きほくツアーズ㈱JTB旅サロン豊岡 23-0001
（有）i.スマイル 26-6140
いずしトラベルサービス 52-4960
㈱スカイウェイ 29-0203
JAたじま旅行センター 24-8200
㈱ツーリストサンフラワー 22-4281
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　汗をかいていなくても、体を動かすためのエネル
ギーを生み出すため、私たちの体は多くの水分を
必要としています。

♪みんなでLet’s歩キング♪
ある

秋でも熱中症予防！
外を歩くときは特に注意を

オーちゃんの疑問…

なぜ「歩キング」なの？

そんなこと言われても、
忙しーて歩けれへんがな…

正しい姿勢・歩き方で
「歩きの効果」アップ！

＊正しい歩き方＊

よりかっこよく、きれいに

その①
駐車場では、お店からわざ
と一番遠い場所に停める。

その②
お店の中では、エレベータ
ーの代わりに階段を使う。

★歩キングで健康づくり①★

　日中はまだまだ暑さを感じる日もありますが、季節は｢秋｣です。朝晩も涼しくなり、歩くにはもっ
てこいの季節になりました。
　市では、歩くことによる健康づくりを「歩キング｣と名付け、推進しています。｢運動の秋｣にち
なみ、歩キングに関連した健康情報や取組みを２回に分けてお届けします。

《問合せ》健康増進課☎24－1127

★　目線は10～２０ｍ前方に
向ける

★　背筋を伸ばし、重心を高く
★　呼吸は一定のリズムで、
軽やかに♪

★　脇をしめ、肘は９０度近く
手は握る

★　歩幅をやや大きくとり、しっ
かりと踏み、かかとから着
地する

★水分はこまめにとりましょう
★外出時は帽子を使用しましょう
★日陰を利用し、こまめに休憩を！

熱中症に気を付けて、楽しく歩キング♪
ある

ある

ある

◎毎週火曜日は歩キングデー
ある

「火」という字が、人の歩く姿に似ているこ
とから、毎週火曜日を「歩キングデー」に設
定しています。

ある

ある

豊岡市マスコット
オーちゃん

豊岡市マスコット
コーちゃん 豊岡市マスコット

玄さん

　ウォーキング（歩くこと）は誰でも行っている動作です。
　この動作を正しく行うと（右下「正しい歩き方」参照）、健康
への効果を多く得ることができます。そこで、誰でも気軽に取り
組みやすい歩キングを推進しています。
　歩くことで、脂肪燃焼やコレステロール値の低下、ストレス
解消、リラックス効果も得られますよ♪

ある

そんなあなたにおすすめ！
まずは「ながら歩キング♪」から
始めてみませんか？

ある

★２０kcal とは
○プレーンクラッカー１枚程度
○板ガム２枚程度
　（粒タイプなら３～４ 粒程度）

★３５～４０kcal とは
○キャンディー２粒程度
○板チョコひとかけ程度

体重50～60kg の場合
５分間早歩きすると、
約２０kcal 消費されます♪

体重50～60kg の場合
階段を５分間上がると、
約３５～４５kcal 消費されます♪
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
り
に
く
く
な
っ
た
り
、
か
か
っ

て
も
重
症
に
な
る
こ
と
を
防
止
す

る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
高
齢
者
を
対
象
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
。

▽
対
象

・
65
歳
以
上
の
市
民
で
接
種
を
希

望
の
方

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
、

心
臓
・
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

機
能
の
障
害

な
ど
で
日
常

生
活
が
極
度

に
制
限
さ
れ

る
方
、
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機
能
に

障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
方

▽
接
種
期
間　

10
月
1
日（
月
）〜

平
成
25
年
1
月
31
日（
木
）

▽
接
種
回
数　

１
回

▽
自
己
負
担　

1
3
0
0
円（
市

民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護

世
帯
は
無
料
）

※
料
金
の
免
除
を
希
望
の
方
は
、

予
防
接
種
時
に
医
療
機
関
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
一
度
、
料

金
を
支
払
う
と
返
金
は
で
き
ま

せ
ん
。

▽
申
込
み　

市
内
高
齢
者
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
協
力
医

療
機
関
に
、

直
接
申
し

込
み
く
だ

さ
い
。

※
接
種
の
前

に
医
師
に
よ
る
診
察
が
あ
り
ま

す
。

▽
接
種
に
必
要
な
も
の　

健
康
保

険
証
、
生
活
保
護
の
方
・
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
印
鑑

（
料
金
免
除
同
意
書
の
記
入
の

際
に
必
要
）

※
接
種
に
必
要
な
予
診
票
・
同
意

書
は
市
内
の
協
力
医
療
機
関
、

健
康
増
進
課
、
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
に
置
い
て
い
ま
す
。

※
長
期
入
院
中
ま
た
は
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
市
外
で
の
接
種
を
希
望

の
方
は
、
事
前
に
健
康
増
進
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
保
健
医

療
政
策
係
☎
24

1
1
2
7

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す

＜市内高齢者インフルエンザ予防接種協力医療機関（病院･診療所別、地域別医療機関名50音順）＞
 市外局番（0796）■病院

医 療 機 関 名 住　　所 電話番号
公立豊岡病院 戸牧1094 22-6111
公立日高医療センター 日高町岩中81 42-1611
公立出石医療センター 出石町福住1300 52-2555
※公立豊岡病院は継続治療中の方のみ申込み可能

■診療所
医療機関名（豊岡） 住　　所 電話番号

あかまつ小児科 九日市下町119 22-0700
いがらし医院 城南町5-11 29-2766
浮田整形外科医院 若松町7-5 29-0017
江本内科クリニック 江本503 29-0333
大井医院 城南町8-12 24-1001
小幡内科医院 中陰376-22 24-2511
きょうこ内科クリニック 寿町2-36 24-7772
クリニック冨江 若松町5-38 22-3100
さくらクリニック 弥栄町1-32 23-8668
しば耳鼻咽喉科医院 戸牧299-8 29-0115
しらゆり診療所 小田井町17-7 24-7201
田中クリニック 正法寺631 29-3100
中治内科クリニック 京町5-43 24-1890
中島医院 高屋1054 24-9500
中田医院 瀬戸77-20 28-2016
風発達クリニック
※利用者の家族のみ 戸牧1029-11 37-8001

舟木内科医院 京町3-21 22-3538
モリヤマ診療所 桜町11-7 23-5100
やすだ内科クリニック 戸牧37-5 22-1159
由利医院 大磯町9-53 22-2382
吉田クリニック 圡渕133-1 26-8188
ろっぽう診療所 今森465-1 24-7007

医療機関名（城崎） 住　　所 電話番号
浅見医院 城崎町湯島349-1 32-2610
藤本医院 城崎町来日128-7 32-3181

医療機関名（竹野） 住　　所 電話番号
内山医院 竹野町竹野344 47-0010
賀嶋医院 竹野町竹野2510 47-0005
森本診療所 竹野町森本513-1 48-0001

医療機関名（但東） 住　　所 電話番号
合橋診療所 但東町出合76 54-0011
資母診療所 但東町中山788 56-0303
高橋診療所 但東町久畑126 55-0036

医療機関名（出石） 住　　所 電話番号
中沢医院 出石町本町66 52-5803
平位医院 出石町福住383-7 52-0511
藤原医院 出石町松枝105 52-2301
由良内科クリニック 出石町八木36 52-2006
和田内科クリニック 出石町町分131-3 53-2788

医療機関名（日高） 住　　所 電話番号
尾松内科クリニック 日高町上石230-2 42-0885
北見医院 日高町松岡347-1 42-5300
北村内科 日高町日置29 42-3110
谷垣医院 日高町伊府660 44-0010
つるさこ耳鼻咽喉科 日高町土居170-1 42-5800
野田消化器科クリニック 日高町岩中212-1 42-1022
長谷川クリニック 日高町国分寺400-13 42-3955
神鍋診療所 日高町栗栖野60-34 45-0003
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も
見
受
け
ら
れ
、
農
林
水
産
業
の

持
続
性
の
確
保
が
景
観
上
も
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
ま
ち
の
暮
ら
し
や
生
業
の
景
観
》

　

ま
ち
の
景
観
は
、

○
城
下
町
の
町
割
や
町
屋
な
ど
の

歴
史
的
資
源
が
ま
ち
を
特
徴
付

け
る「
歴
史
か
ら
よ
む
景
観
」

○
地
域
の
地
形
風
土
や
立
地
を
生

か
し
た
営
み
に
特
徴
の
あ
る
温

泉
宿
や
港
町
、
街
道
筋
な
ど
の

「
生
業
か
ら
よ
む
景
観
」

○
計
画
的
に
近
代
化
を
進
め
る
新

た
な
都
市
整
備
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た「
開
発
か
ら
よ
む
景
観
」

に
分
類
で
き
ま
す
。

　

県
内
で
最
も
市
域
が
広
い
豊
岡

の
ま
ち
に
は
、
古
代
の
要
衝
の
地

　
「
豊
岡
ら
し
い
風
景
」は
、
①
景

観
の
基
盤
と
な
る
地
形
風
土
②
景

観
を
か
た
ち
づ
く
る
暮
ら
し
と
生

業
③
景
観
の
意
味
を
伝
え
る
記
憶

や
物
語

－

の
三
つ
の
見
方
か
ら
捉

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
景
観
を
か
た
ち
づ
く

る
暮
ら
し
と
生
業
を
掲
載
し
ま
す
。

《
農
山
漁
村
の

暮
ら
し
や
生
業
の
景
観
》

　

暮
ら
し
や
生
業
に
よ
っ
て
創
出

さ
れ
る
生
活
の
場
と
し
て
の
景
観

特
性
は
、
大
き
く「
平
地（
低
地
）

集
落
景
観
」「
谷
沿
い
集
落
景
観
」

「
沿
岸
部
集
落
景
観
」の
三
つ
に
分

類
し
て
、
集
落
の
景
観
の
成
り
立

ち
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

豊
岡
に
は
、
山
地
、
平
地
、
沿

岸
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
形
が
あ
り
、

自
然
の
地
域
特
性
と
折
り
合
う
暮

ら
し
や
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た

生
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
谷

底
平
野
や
谷
の
中
心
と
な
る
河
川
、

そ
の
周
辺
を
形
成
す
る
山
、
河
川

に
広
が
る
水
田
、
山
際
や
谷
間
に

連
な
る
農
地
、
そ
し
て
集
落
の
家

並
み
と
い
っ
た
大
切
な
要
素
が
一

体
と
な
っ
て
、
四
季
の
変
化
に
富

ん
だ
自
然
美
あ
ふ
れ
る
農
山
漁
村

の
景
観
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
社
会
情
勢
な
ど
が
変

化
し
、
耕
作
放
棄
や
里
山
の
維
持

管
理
が
で
き
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
こ
ろ

と
し
て
国
分
寺
が
置
か
れ
た「
日

高
」や
、「
豊
岡
」「
出
石
」の
城
下
町

な
ど
、
但
馬
の
拠
点
と
な
っ
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
城
崎
温
泉
や
津

居
山
漁
港
は
、
生
業
が
ま
ち
な
み

を
特
徴
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
集
落
と

共
存
し
な
が
ら
広
域
の
流
通
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
つ
な
が
り
、
に

ぎ
わ
い
の
中
心
と
な
っ
た
ま
ち
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
り
立
ち
が
あ

り
ま
す
。

　
「
豊
岡
」も「
出
石
」も
城
下
町
を

起
源
と
す
る
ま
ち
で
す
が
、
現
在

の
双
方
の
町
並
み
は
ず
い
ぶ
ん
異

な
り
ま
す
。「
豊
岡
」は
、
明
治
以

降
の
近
代
化
の
中
で
、
城
下
町
と

併
存
す
る
よ
う
に
近
代
都
市
の
基

盤
整
備
と
市
街
地
の
拡
大
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
出
石
」は
、
城
下

町
の
基
本
を
維
持
し
つ
つ
穏
や
か

に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
近
代
の

計
画
的
開
発
で
形
成
さ
れ
た
ま
ち

に
は
、
町
屋
や
民
家
な
ど
伝
統
的

な
家
並
み
と
は
異
な
る
町
並
み
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
住
ま
い
の

つ
く
り
方
は
、
時
代
と
と
も
に
変

化
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
な
か
で
も

仕
事
と
居
住
を
分
離
す
る
暮
ら
し

が
多
く
な
り
、
町
屋
型
か
ら
専
用

住
宅
型
の
住
ま
い
が
中
心
に
な
る

と
、
郊
外
で
の
住
宅
地
開
発
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
庭

や
緑
の
潤
い
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
新
た
な
住
宅
地
景
観
が

形
成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
暮
ら
し
の
文

化
や
生
業
の
持
続
と
変
化
が
、
ま

ち
の
景
観
を
特
徴
付
け
ま
す
。

◆
次
回（
11
月
25
日
号
）は
、「
景
観

の
意
味
を
伝
え
る
記
憶
や
物

語
」を
掲
載
し
ま
す
。

「
豊
岡
市
景
観
計
画
」市
民
説
明
会

　

市
で
は
、
景
観
法
に
基
づ
き
、

条
例
を
制
定
し
、
全
市
域
を
対
象

に
し
た
景
観
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

条
例
お
よ
び
計
画
の
内
容
に
つ

い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
4
日（
木
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
ご
ろ

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

大

会
議
室（
立
野
町
）

　

私
た
ち
は
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
宝
物
で
あ
る
地
域
固
有
の
素
晴

ら
し
い
風
景
を
、
大
切
に
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

豊
岡
の
景
観
に
つ
い
て
、
隔
月
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
景
観
政
策
係
☎
23

－

1
7
1
2

景
観
を
か
た
ち
づ
く
る

暮
ら
し
と
生
業

景
観
シ
リ
ー
ズ
3

  
豊
岡
の
風
景
の
見
方
②
〜
景
観
を
か
た
ち
づ
く
る
暮
ら
し
と
生な
り

業わ
い

〜

▲沿岸部集落景観（竹野町田久日）

▲歴史からよむ景観（出石城下町）

▲谷沿い集落景観（但東町高龍寺）
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め
に
は
、
思
春
期
・
若
年
期
の
う

ち
に
、
い
か
に
し
て
高
い
骨
量
を

蓄
え
て
お
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

食
事
か
ら
骨
づ
く
り
に
必
要
な
栄

養
素
を
取
り
、
骨
に
刺
激
が
加
わ

る
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
が
有

効
で
す
。

　

ま
た
、
中
高
年
期
は
、
生
活
習

慣（
食
事
、運
動
、喫
煙
、ア
ル
コ
ー

ル
な
ど
）の
見
直
し
が
、
骨
量
の

減
少
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
に
役

立
ち
ま
す
。
特

に
女
性
は
、
閉

経
後
の
骨
量
減

少
を
最
小
限
に

食
い
止
め
、
転

倒
骨
折
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
20
歳
か
ら
受
け
ま
し
ょ
う
！

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

ま
ず
は
自
分
の
骨
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
で

は
、
腰よ
う

椎つ
い

の
Dデ
キ
サ
X
A
法
を
用
い
た

第6号　　　　　　　　　　　　　　　　　健　康　か　わ　ら　版　　　　　　　　　　　　　　平成24年9月25日

健
康
か
わ
ら
版

　
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」と
は
、
骨
の

密
度
が
減
り
、
骨
の
内
部
が
ス
カ

ス
カ
に
な
る
病
気
を
い
い
ま
す
。

特
に
骨
折
の
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
初
期
は
自
覚
症
状
が
少
な

く
、
ほ
と
ん
ど
が
検
査
で
発
見

さ
れ
ま
す
。
進
行
す
る
と「
背
中

や
腰
が
曲
が
る
」「
背
丈
が
縮
む
」

「
首
・
肩
・
腰
の
慢
性
的
な
痛
み
」

な
ど
の
症
状
が
表

れ
、
重
症
に
な
る

と
、
く
し
ゃ
み
や

軽
い
つ
ま
ず
き
で

骨
折
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
あ
な
た
の「
骨
」は
大
丈
夫
？

　

骨
量（
骨
密
度
）の
蓄
え
は
、
20

歳
前
後
を
ピ
ー
ク
に
、
40
歳
前
後

か
ら
加
齢
と
と
も
に
減
り
始
め
ま

す
。
生
涯
、
丈
夫
な
骨
を
保
つ
た

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
D
X
A
法
と
は
、
2
種
類
の

エ
ッ
ク
ス
線
を
骨
に
当
て
て
骨
量

（
骨
密
度
）を
測
定
す
る
方
法
で
、

誤
差
が
少
な
く
、
信
頼
性
の
高
い

検
査
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

着
衣
の
ま
ま
、
検
査
台
に
あ
お
向

け
で
横
に
な
る
だ
け
で
、
痛
み
も

な
く
、
短
時
間
で
検
査
で
き
ま
す
。

検
診
を
受
け
て
、
自
分
の
骨
量
の

蓄
え
が
十
分
で
あ
る
か
を
確
認
す

る
こ
と
が
、
将
来
の
重
症
化
予
防

の
第
一
歩
で
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
骨
粗
し
ょ
う

症
と
診
断
さ
れ
た
方
、
治
療
中
の

方
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

◆
豊
岡
市
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の

受
診
申
込
み
、
詳
細
は
、
10
月

25
日
発
行
の
市
広
報
紙
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

は
、
市
内
の
行
政
区
が
中
心
と
な

り
、
市
が
支
援
す
る
運
動
教
室
や

歩
数
計
を
使
っ
た
歩あ
る

キ
ン
グ
、
区

独
自
の
健
康
づ
く
り
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、
区
民
の
健
康
増
進
と
地

域
活
力
の
向
上
を
図
る
事
業
で
す
。

　

8
月
28
、
29
日
、
モ
デ
ル
地
区

（
下
陰
区
、
桑
野
本
区
）で
、「
玄
さ

ん
元
気
教
室
」（
熊
本
大
学
教
授
で

医
師
の
都つ

竹づ
く

茂
樹
さ
ん
の
講
話
と

実
技
）が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

区
民
は
、
都
竹
さ
ん
か
ら
、
自

分
に
合
っ
た
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

「
キ
レ
イ
に
な
る
」「
カ
ッ
コ
よ
く

な
る
」た
め
の
コ
ツ
を
身
に
付
け

ま
す
。

◆
や
れ
ば
、
必
ず
キ
レ
イ
に
な
る
！

　

こ
れ
を
信
じ
て
、
ま
ず
は
3
カ

月
、
顔
な
じ
み
の
皆
さ
ん
と
声
を

掛
け
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら

取
り
組
み
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り
で
ま
ち
を
元
気
に
！

　

こ
の
取
組
み
に
よ
る
市
民
の
健

康
度
や
地
域
活
力
に
関
す
る
成
果

は
、
今
後
、
市
広
報
紙
な
ど
で
随

時
お
知

ら
せ
し

ま
す
。

　

市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
情
報
や
取
組
み
を
12
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届

け
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

キ
レ
イ
に
な
り
ま
す
、
カ
ッ

コ
よ
く
な
り
ま
す「
玄
さ
ん
元

気
教
室
」が
始
ま
り
ま
し
た
！

〜
健
康
づ
く
り
推
進

モ
デ
ル
事
業
〜

ご
存
じ
で
す
か
？

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」

▲グループ討議する都竹先生と区民（桑野本区）

▲DXA法（腰椎の骨密度を測定）

▲実技指導を受ける区民（下陰区）
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◆
一
般
の
部

食
べ
残
し
裏
に
は
飢
餓
の
民
も
い

る　
　
　
　
　
　
（
橘　

か
お
る
）

も
っ
た
い
な
い
ケ
チ
で
は
無
く
て

エ
コ
で
あ
る　
　
　
（
橘　

俊
行
）

も
っ
た
い
な
い
あ
れ
も
こ
れ
も
と

再
利
用　
　
　
　
　
　
（
ひ
よ
り
）

節
電
を
叫
び
テ
レ
ビ
は
消
さ
ぬ
癖

　
　
　
（
因
伯
兎
）

履
き
違
え
出
て
き
た
お
腹
ぽ
っ
こ

り
と（
も
っ
た
い
な
い
か
ら

食
べ
ち
ゃ
お
う
）

も
っ
た
い
な
い
何
で
才
能
生
か
さ

な
い　
　
　
　
　
　
（
谷
向　

淑
）

勿
体
な
い
昔
ど
こ
か
で
聞
い
た
か

ナ　
　
　
　
　
　
　
（
谷
村　

昇
）

「
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
」そ
ん
な
緩
み

が
も
っ
た
い
な
い　
（
谷
元
博
樹
）

期
限
切
れ
最
後
は
夫
に
食
べ
さ
せ

る　
　
　
　
　
　
　
　
（
宗
太
郎
）

も
っ
た
い
な
い
食
べ
た
結
果
が
こ

の
身
体　
　
　
　
（
丹
内
恵
美
子
）

残
り
湯
を
使
っ
て
我
が
家
は
ク

リ
ー
ニ
ン
グ　
　
　
（
近
本
洋
子
）

節
電
は
家
族
み
ん
な
の
合
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
（
近
本
礼
三
郎
）

マ
イ
カ
ー
を
自
転
車
に
し
て
身
も

軽
く　
　
　
　
　
　
（
辻　

貞
子
）

言
わ
せ
よ
う
も
っ
た
い
な
い
と
子

供
ら
に　
　
　
　
　
（
土
野
郁
子
）

母
の
家
一
歩
手
前
の
ゴ
ミ
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
（
角
森
玲
子
）

も
っ
た
い
な
い
バ
ブ
ル
が
死
語
に

し
た
こ
と
ば　
　
　
（
峠　

宗
男
）

く
つ
下
の
穴
か
が
り
す
る
わ
が
息

子　
　
　
　
　
　
　
（
あ
な
は
ぜ
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

ま
よ
っ
た
ら
買
う
の
は
や
め
よ
う

処
分
の
も
と　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
で
ん
き
を
つ
け
っ

ぱ
け
し
と
こ
う　
　
　
　
（
匿
名
）

残
飯
で
救
え
る
命
い
く
つ
あ
る（
き
な
子
）

コ
ン
セ
ン
ト
ぬ
く
だ
け
簡
単
エ
コ

活
動　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
大
好
き
）

徒
歩
10
分
そ
の
距
離
車
で
い
い
の

か
な　
　
　
　
　
　
（
高
島
み
ほ
）

も
っ
た
い
な
い
江
戸
見
習
っ
て
再

出
発　
　
　
　
　
　
（
竹
野
遥
花
）

買
っ
た
の
に
使
わ
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

食
べ
残
し
ム
ダ
を
な
く
そ
う
食
卓

で　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
蛇
口
や
ス
イ
ッ
チ

ｏ
ｆ
ｆ
に
し
よ　
　
　
　
（
匿
名
）

ふ
る
い
も
の
で
き
る
も
の
は
さ
い

り
よ
う　
　
　
　
　
（
田
中
亜
季
）

空
腹
を
満
た
せ
る
こ
と
の
あ
り
が

た
さ　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
ｈ
ｋ
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳
応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

　

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
次
の

「
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
サ
イ
ン
」に

気
付
い
た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
信
頼
で
き
る
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
か

か
り
つ
け
医
で
は
、
必
要
に
応
じ

て
、
適
切
な
病
院
な
ど
も
紹
介
し

て
も
ら
え
ま
す
。
問
診
で
症
状
を

正
確
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
家
族

が
付
き
添
っ
て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
族
な
ど
周
囲
が
勧
め

て
も
、
本
人
が
受
診
を
嫌
が
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、

家
族
だ
け
で
も
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

○
直
前
に
し
た
こ
と
や
話
し
た
こ

と
を
忘
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た
り
、

聞
い
た
り
、
し
た
り
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

○
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が
増

え
て
、
い
つ
も
探
し
物
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

○
知
っ
て
い
る
は
ず
の
方
や
物
の

名
前
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た
。

○
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
作
り
話

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
以
前
に
比
べ
、
さ
さ
い
な
こ
と

で
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
。

○
お
し
ゃ
れ
な
ど
、
身
だ
し
な
み

に
気
を
使
わ
な
く
な
っ
た
。

○
今
ま
で
好
き
だ
っ
た
趣
味
な
ど

へ
の
興
味
が
な
く
な
っ
た
。

○
今
ま
で
で
き
て
い
た
家
事
、
運

転
な
ど
で
ミ
ス
が
多
く
な
っ
た
。

○
日
付
や
時
間
を
間
違
え
た
り
、

慣
れ
た
道
で
迷
っ
た
り
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

○
財
布
が
見
当
た
ら
な
い
と
き
な

ど
、
人
を
疑
う
よ
う
に
な
っ
た
。

認
知
症
の
お
話

　
③
認
知
症
か
も
…
と
思
っ
た
ら
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
？

　

市
で
は
医
療
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
地
域
の
支
援
機
関

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、ま
ず
認
知
症
に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
記
事
を
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

2
4
0
9

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

　
ま
ず
は
信
頼
で
き
る

　
　
　
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
サ
イ
ン

《各地域包括支援センター》
センター名 住所 電話

豊岡地域包括支援センター 立野町12-12 24-2409
城崎・竹野地域包括支援センター 城崎町湯島625-9 32-4599
城崎・竹野地域包括支援センター　竹野分室 竹野町須谷1478 47-1425
日高地域包括支援センター 日高町祢布891-2 42-0158
出石・但東地域包括支援センター 出石町福住1302 52-7015
出石・但東地域包括支援センター　但東分室 但東町出合433-1 54-0515
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複
写
の
禁
止
な
ど
厳
格
な
安
全

管
理
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

※
民
間
委
託
に
つ
い
て
の
詳
し
い

内
容
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
22

0
9
4
8

　

老
齢
年
金
等
に
は
、
所
得
税
法

上「
雑
所
得
」と
し
て
所
得
税
が
か

か
り
ま
す（
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
に
は
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
）。

　

年
金
額
が
1
5
8
万
円（
65
歳

未
満
の
方
は
1
0
8
万
円
）以
上

の
方
の
所
得
税
は
、
受
け
取
る
年

金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
税
の
基
礎
控
除
や
扶
養
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
10

月
下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る「
公
的
年
金
等
の
受
給

者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書（
は
が

き
）」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

期
限
内
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

は
が
き
を
提
出
し
な
い
と
、
控
除

　

国
民
年
金
未
納
者
に
対
す
る
保

険
料
の
収
納
業
務
は
、
年
金
事
務

所
職
員
や
国
民
年
金
推
進
員
が
、

電
話
や
自
宅
に
直
接
訪
問
す
る
な

ど
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

17
年
10
月
か
ら
収
納
業
務
の
一
部

を
民
間
業
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
年
金
事
務
所
で
は
、
平
成

20
年
10
月
か
ら
収
納
業
務
を
民
間

委
託
し
て
い
ま
す
が
、
10
月
か
ら

委
託
業
者
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
変
更
後　
「
ア
イ
・
シ
ー
・
ア
ー

ル　
バッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ　
シ
ー
・

ヴ
ィ
・
シ
ー
共
同
企
業
体
」

▼
変
更
前
　
株
式
会
社
ア
イ
ヴ
ィ

ジ
ッ
ト

▼
委
託
業
務　

国

民
年
金
保
険
料

の
納
付
や
免
除

等
を
電
話
・
文
書
・
戸
別
訪
問

で
案
内（
土
・
日
曜
日
、
お
よ

び
祝
日
も
行
う
）

※
受
託
し
た
民
間
業
者
に
は
、
守

秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、

目
的
外
使
用
や
閲
覧
、
漏
え
い
、

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
10
月
13
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
10
月
1
日（
月
）・9
日（
火
）・15
日

（
月
）・
22
日（
月
）・
29
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
が
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
申

告
書（
は
が
き
）が

届
か
な
い
場
合
や

紛
失
し
た
場
合
な

ど
は
、「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q
　
扶
養
親
族
等
が
い
な
い
場
合

も
提
出
が
必
要
で
す
か
。

A　

必
要
で
す
。
当
該
申
告
書
を

提
出
し
な
い
と
、
自
身
の
基
礎

控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
が
受
け

ら
れ
ず
、
提
出
し
た
場
合
と
比

べ
て
多
く
の
所
得
税
が
源
泉
徴

収
さ
れ
ま
す
。

Q
　
提
出
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で

す
か
。

A　

提
出
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
場
合
で
も
、
速
や
か
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

Q
　
厚
生
年
金
保
険
と
共
済
組
合

か
ら
老
齢
ま
た
は
退
職
の
年
金

を
そ
れ
ぞ
れ
受
給
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
申
告
書
が
2
枚
届
き
ま

し
た
が
、
2
枚
と
も
提
出
が
必

要
で
す
か
。

A　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
に
係
る
申

告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
　

な
お
、
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

親
族
に
係
る
控
除
、
お
よ
び
受

給
者
本
人
に
係
る
障
害
者
控
除

等
の
各
種
控
除
は
、
二
重
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
申
告
し
よ
う
と
す
る

扶
養
親
族
等
に
関
す
る
内
容

（
内
訳
）に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら

か
1
枚
の
申
告
書
に
の
み
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告

書
が
2
枚
以
上
送
付
さ
れ
た
方

は
、
後
日
、
確
定
申
告
で
税
の

精
算
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Q
　
前
年（
平
成
24
年
分
）の
申
告

書
の
申
告
内
容
か
ら
変
更
が
あ

る
場
合
、
変
更
が
あ
る
項
目
だ

け
を
記
入
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

A　

変
更

が
あ
る

項
目
だ

け
で
は

な
く
、
全
て
の
項
目
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
豊
岡
年
金
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

扶
養
親
族
等
申
告
書

　
よ
く
あ
る
質
問

日
本
年
金
機
構
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
案
内
等
を

　
　
民
間
委
託
し
て
い
ま
す

〜
年
金
受
給
者
の
方
へ
〜

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
を

　
　
お
忘
れ
な
く
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昭
和
基
地
の
東
約
20
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
あ
る「
大
陸
S 

16
地
点
」に

行
き
ま
し
た
。
海
岸
か
ら
約
15

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸
、
標
高
約

6
0
0
メ
ー
ト
ル
で
す
。
内
陸
各

地
へ
移
動
す
る
際
の
中
継
拠
点
で
、

雪
上
車
や
大
型
ソ
リ
が
並
び
、
給

油
も
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
ド
ー
ム
ふ
じ
に
向
か
う

旅
行
用
の
大
型
雪
上
車
や
ソ
リ
を

氷
の
中
か
ら
掘
り
出
し
、
一
部
を

昭
和
基
地
ま
で
回
送
す
る
業
務
で

し
た
。
頭
上
は
青
空
で
も
地
上
は

マ
イ
ナ
ス
30
度
、
風
速
10
メ
ー
ト

ル
の
地
吹
雪
。
一
時
視
界
が
20
〜

30
メ
ー
ト
ル
ま
で
落
ち
る
な
ど
停

滞
を
余
儀

な
く
さ
れ
、

直
線
で
約

20
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

を
片
道
8

時
間
か
け

て
移
動
し

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
⑨
凍
傷

ま
し
た
。

　

外
で
の
作
業
中
、
お
互
い
が
顔

を
見
て
白
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
、
そ
こ
が
凍
結
し
か
け

て
い
る
証
拠
で
す
。
作
業
を
中
止

し
て
避
難
す
る
よ
う
決
め
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
本
人
は
早
く
作
業
を

終
わ
ら
せ
よ
う
と
一
生
懸
命
な
の

で
、
顔
が
凍
結
し
か
け
て
い
て
も

気
付
き
ま
せ
ん
。
私
を
含
め
3
人

が
頬ほ
お

と
鼻
に
軽
い
凍
傷
を
受
け
ま

し
た
。
細
胞
が
死
ん
で
い
る
の
か
、

一
番
ひ
ど
い
隊
員
は
、
ほ
っ
ぺ
が

黒
ず
み
、
少
し
痛
み
が
残
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
治
る
ま
で
は

軟
こ
う
を
塗
り
、
一
皮
む
け
る
の

を
待
つ
し
か
な
い
そ
う
で
す
。
や

は
り
内
陸
は
過
酷
で
す
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

材
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
地
元
食
材
の
直

売
所
に
似
た
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、

直
売
所
と
違
う
点
は
、
人
の
循
環

を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
近
所

の
料
理
店
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い

て
ま
す
し
、
事
業
者
の
声
を
品
ぞ

ろ
え
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
運
営
に
関
し
て
は
、
ま

だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
す
が
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
店
づ
く
り
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

̶

環
境
へ
の
効
果
は
？

　

私
自
身
も
生
産
者
な
の
で
、
そ

の
立
場
か
ら
言
う
と
、
消
費
者
の

意
見
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
聞
け
て
、

相
手
の
見
え
る
商
売
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
が
、
非
常
に
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
作
付
け
を
考
え
ら

れ
る
な
ど
、
手
堅
い
農
業
経
営
を

展
開
で
き
ま
す
。
地
元
農
業
の
活

性
化
が
、
耕
作
放
棄
地
の
減
少
や

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
な
ど
の
特

別
栽
培
食
材
の
生
産
増
加
に
つ
な

̶

魚
飯
菜
と
書
い
て「
サ
マ
ン
サ
」

と
い
う
店
名
は
、
珍
し
い
と
思

う
の
で
す
が
、
そ
の
由
来
は
？

　

完
全
な
当
て
字
で
す（
笑
）。

　
「
ご
飯（
お
米
）を
仲
立
ち
に
、

海
・
山
・
畑
の
幸
を
つ
な
ぐ
お

店
に
し
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、

こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。
豊
岡
の
農
業
の
特
徴
は
、

生
き
物
の
つ
な
が
り
、『
循
環
』に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
店
で

も
表
現
で
き
な
い
か
と
。
店
の
シ

ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
宝（
＝

田
か
ら
の
も
の
）を
船
に
満
載
し

た
エ
ビ
ス
さ
ん
で
す
。

̶

店
の
特
徴
は
？

　

大
き
な
ス
ー
パ
ー
の
よ
う
に
何

で
も
そ
ろ
う
店
で
は
な
く
、
こ
の

店
で
し
か
買
え
な
い
地
元
の
食

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

魚サ

マ

ン

サ

飯

菜（
中
央
町
）

̶

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
地
元
食
材
の
提
供
を
目
指
し
て

̶

企業紹介

が
り
、
環
境
を
良
く
し
て
い
く
一

助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

̶

今
後
の
展
開
や
目
標
な
ど
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
定
期
的
に
開
催

し
て
い
る
朝
市
が
当
店
の
最
大
の

目
玉
で
す
。
一
般
の
消
費
者
以
外

に
も
、
当
店
を
核
と
し
て
、
生
産

者
と
市
内
の
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
レ
ス
ト

ラ
ン
が
、「
こ
ん
な
食
材
が
欲
し
い

の
に
手
に
入
ら
な
く
て
」と
い
う

要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
市
内
の
生

産
者
に
話
を
取
り
次
ぐ
と
い
う
よ

う
な『
仲
人
的
』な
役
割
も
果
た
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
店
内
に
調
理
設
備
も
あ

り
ま
す
の
で
、
弁
当
な
ど
の
外
注

事
業
や
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の

配
達
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎
22

3
1
7
1

▲内陸　晴れても気温はマイナ
ス30度

▲お店のロゴマーク

▲店内の様子

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、「
み
や
ぢ
」こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員（
豊
岡
市
職

員
）が「
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
」と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44
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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

市
は
、
東
京
大
学
保
全
生
態
学

研
究
室
と「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復

帰
の
取
組
み
に
寄
与
す
る
研
究
活

動
に
つ
い
て
の
協
定
」を
平
成
23

年
に
締
結
し
て
以
来
、
田た

結い

区
を

中
心
に
人
材
育
成
の
フ
ィ
ー
ル
ド

実
習
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

8
月
29
日
か
ら
9
月
1
日
に
か

け
て
、
東
京
大
学
か
ら
8
人
の
大

学
院
生
や
研
究
者
計
16
人
が
参
加
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た

気け

比い

区
に
も
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
、

ビ
オ
ト
ー
プ
の
生
物
調
査
や
、
生

物
多
様
性
の
保
全
と
利
用
に
つ
い

て
の
聞
き
取
り
を
中
心
と
し
た
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
日
の
9
月
1
日
に
は
、

実
習
成
果
を
地
元
の
皆
さ
ん
に
報

告
す
る
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
習
や
研
究
成
果
は
、
地

域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
大
い

に
役
立
つ
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

東
京
大
学
が
今
年
も
豊
岡
で
実
習
！

里
地
里
山
の
生
物
多
様
性
保
全
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

  

市
で
は
、
但
馬
で
育
つ
高
校
生

が
地
域
に
生
き
る
誇
り
と
自
信
を

持
ち
、
世
界
に
通
じ
る
人
に
な
る

よ
う
に
育
成
す
る
た
め
、
表
現
力

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養

い
、
感
性
を
豊
か
に
す
る「
高
校

生
の
た
め
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と

し
て
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
事
業
と
し
て
、
福
島
県
立
い

わ
き
総
合
高
校
演
劇
部
豊
岡
公
演

「F

フ
ァ
イ
ナ
ル

inal F

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

antasy f

フ
ォ
ー

or 3.11.2011

」

を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

同
校
演
劇
部
46
人
は
、
8
月
23

日
に
、
い
わ
き
市
を
バ
ス
で
出
発

し
、
約
13
時
間
か
け
て
本
市
に
到

着
し
ま
し
た
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地

元
高
校
生
が
実
行
委
員
会「
ア
ー

ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
」を
組
織
し
、

地
元
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
23
日
の
歓
迎
会

か
ら
26
日
の
歓
送
会
ま
で
企
画
・

運
営
し
ま
し
た
。

　

24
日
に
は
、「
い
わ
き
・
但
馬
交

流
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開

講
し
、
い
わ
き
市
と
但
馬
地
域
の

高
校
生
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最
後
に
市
の

マ
ス
コ
ッ
ト「
玄
さ
ん
」が
登
場
し
、

い
わ
き
総
合
高
校
の
皆
さ
ん
は
大

感
激
。
玄
さ
ん
は「
福
島
の
み
ん

な
を
応
援
し
と
る
で
〜
」と
激
励

し
ま
し
た
。

　

25
、
26
日
の
公
演
で
は
、
高
校

生
の
迫
真
の
演
技
に
会
場
全
体
が

息
を
の
み
ま
し
た
。
大
切
な
も
の

を
一
瞬
に
し
て
失
っ
た
現
実
、
そ

れ
で
も
前
を
向
い
て
諦
め
ず
に
生

き
抜
く

こ
と
の

大
切
さ
。

「
喪
失

か
ら
の

再
生
」、

そ
ん
な

力
強
さ

を
感
じ

ま
し
た
。

〜
高
校
生
の
た
め
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＆
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
〜

 

福
島
県
立
い
わ
き
総
合
高
等
学
校
演
劇
部
豊
岡
公
演

　

九
州
北
部
を
中
心
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
集
中
豪
雨
災
害

に
対
し
、
豊
岡
市
と
豊
岡
市
区
長

連
合
会
が
合
同
で
、
災
害
義
援
金

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
は
、
8
月
30
日
ま
で
に
集
ま

っ
た
義
援
金
2
1
7
万
2
8
3
4

円
を
8
月
31
日
付
で
被
災
地
義
援

金
口
座
へ
送
金
し
ま
し
た
。

【
災
害
義
援
金
内
訳
】

○
区
長
連
合
会
義
援
金

　

2
1
5
万
6
1
2
1
円

○
市
窓
口
募
金
箱
義
援
金
等

　
（
地
区
の
祭
り
で
集
め
ら
れ
た

　

義
援
金
も
含
む
）

　

1
万
6
7
1
3
円

７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
係
る
義
援
金
を

被
災
地
に
届
け
ま
し
た

▲東京大学のフィールド実習

▲熱演する福島県立いわき総合高校生

【
8
月
】

11
日
・
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

井
上
香
織
選
手
大
応
援
会

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ

18
日
・
京
都
府
宇
治
市
へ
災
害
復

旧
支
援
の
職
員
派
遣（
〜

24
日
）

22
日
・
韓
国
・
東
川
初
等
学
校
訪

問
報
告
会

26
日
・
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会

27
日
・
モ
ン
ゴ
ル
友
好
訪
問
使
節

団
報
告
会

30
日
・
南
極
昭
和
基
地
と
の
交
信

に
よ
る
南
極
授
業

31
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

9
月
27
日
）

　
　

・
九
州
北
部
豪
雨
義
援
金
送

金

　
　

・
豊
岡
市
景
観
計
画
策
定

【
9
月
】

2
日
・
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

銅
メ
ダ
ル
お
め
で
と
う
！

井
上
香
織
選
手
報
告
会

（
コ
ウ
ノ
ト
リ
賞
贈
呈
）

3
日
・
最
高
齢
夫
婦
祝
福
訪
問

8
日
・
第
45
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
１
部
リ
ー
グ
第
7

節
豊
岡
大
会（
〜
9
日
）
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南
極
で
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
膨
ら
ま

せ
る
と
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
?

　

8
月
30
日
、
市
民
会
館
で
南
極

授
業
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
を
希

望
す
る
市
内
の
小
学
5
年
生
約

5
5
0
人
が
集
ま
り
、
衛
星
回
線

を
使
っ
て
昭
和
基
地
と
や
り
と
り

を
し
ま
し
た
。
案
内
役
は
市
か
ら

越
冬
隊
に
派
遣
し
て
い
る
宮
下
隊

員
で
す
。
画
面
に
隊
の
方
々
が

次
々
と
登
場
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
は
ど
う
な
る
か
。

で
は
、
実
験
の
映
像
を
ご
覧
く
だ

さ
い
」。
シ
ャ
ボ
ン
玉
は
丸
い
ま

ま
白
く
凍
り
、
下
に
落
ち
ま
し
た
。

　
「
ペ
ン
ギ
ン
は
見
ま
し
た
か
?
」

　
「
今
、
ち
ょ
う
ど
コ
ウ
テ
イ
ペ

ン
ギ
ン
が
昭
和
基
地
に
遊
び
に
来

て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
外
に
回
し

て
み
ま
す
。
こ
の
時
期
に
来
る
の

は
珍
し
い
で
す
」

　

宮
下
隊
員
の
ク
イ
ズ
も
あ
り
ま

し
た
。
正
解
者
が
絞
り
込
ま
れ
て

い
っ
て
、
残
っ
た
児
童
に
は
宮
下

隊
員
の
記
念
品
が
も
ら
え
ま
す
。

　
「
南
極
で
は
テ
レ
ビ
が
映
る
、

○
か
×
か
」。「
×
で
す
!
」「
エ
エ

ー
!
」会
場
は
、
大
騒
ぎ
で
す
。

　
「
南
極
に
は
郵
便
局
が
あ
る
」。

　
「
○
で
す
!
」「
オ
ー
!
」

　

一
番
騒
い
で
い
た
の
は
、
私
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
分
た
ち
は
豊
岡
に
い
る
か
ら

こ
そ
、
直
接
に
南
極
と
結
び
つ
い

た
。
そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
て
く
れ

た
ら
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

　

豊
岡
は
小
さ
な
世
界
都
市
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
で
は
小
さ
な
世

界
都
市
の
市
民
っ
て
ど
ん
な
市

民
？
私
は
こ
う
考
え
て
い
ま
す
。

①
豊
岡
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

る
、
②
だ
か
ら
豊
岡
が
大
好
き
だ
、

③
だ
か
ら
豊
岡
の
一
員
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
。
そ
し
て
そ
の
上

で
、
④
想
像
の
翼
、
空
想
の
翼
、

行
動
の
翼
は
世
界
に
羽
ば
た
い
て

い
る
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
育

て
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ロ
ビ
ー
に
、
越
冬
隊
を
派
遣
し

て
い
る
国
立
極
地
研
究
所
か
ら
い

た
だ
い
た
、
南
極
の
氷
が
展
示
し

て
あ
り
ま
し
た
。
2
万
年
以
上
前

の
氷
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
手
で

触
り
、
匂
い
を
嗅
い
で
い
ま
し
た
。

氷
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た

太
古
の
空
気
が
、
ロ
ビ
ー
に
漂
っ

て
い
た
は
ず
で
す
。

　

市
は
、
大
雨
・
河
川
氾
濫
等
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
京
都

府
宇
治
市
に
、
8
月
18
日
か
ら
24

日
ま
で
の
間
、
延
べ
18
人
の
職
員

を
派
遣
し
、
災
害
復
旧
を
支
援
し

ま
し
た
。

　

派
遣
職
員
は
、
道
路
清
掃
や
災

害
廃
棄
物
の
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

支
援
場
所
は
、
2
度
の
氾
濫
を
起

こ
し
た
弥み

陀だ

次じ

郎ろ

川が
わ

左
岸
に
あ
る

五
ヶ
庄
地
区
で
、
被
災
し
た
家
屋

か
ら
排
出
さ
れ
る
土
砂
や
家
具
類

を
、
本
市
か
ら
持
ち
込
ん
だ
重
機

や
ダ
ン
プ
を
使
用
し
て
収
集
運
搬

し
ま
し
た
。

　

本
市
職
員
は
、
台
風
23
号
の
経

験
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
の

被
災
地
や
和
歌
山
県
古
座
川
町
へ

の
派
遣
経
験
を
生
か
し
、
懸
命
に

復
旧
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

市
内
小
学
6
年
生
29
人
が
韓
国

慶キ
ョ
ン

州ジ
ュ

市
の
東
川
初
等
学
校
を
7
月

24
日
か
ら
27
日
ま
で
訪
問
し
た
報
告

会
を
、
8
月
22
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

現
地
の
交
流
会
で
は
、
東
川
初

等
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
歌

や
踊
り
を
鑑
賞
し
、
豊
岡
の
子
ど

も
た
ち
は
豊
岡
ク
イ
ズ
や
昔
の
遊

び
、
合
奏
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
体
験
し
、
い

ろ
い
ろ
な
所
に
行
っ
た
り
、
家
庭

料
理
を
味
わ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
8
月
27
日
に
は
、
中
学

生
6
人
を
中
心
と
し
た
モ
ン
ゴ
ル

友
好
訪
問
使
節
団
報
告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

使
節
団
は
、
8
月
3
日
か
ら
10

日
ま
で
モ
ン
ゴ
ル
国
を
訪
れ
、
現

地
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
中

心
に
、
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で

〜
海
を
越
え
て
、世
界
を
体
感
〜

韓
国・東ト

ン

川チ
ョ
ン

初
等
学
校
訪
問
報
告
会
と
第
10
回
モ
ン
ゴ
ル
友
好
訪
問
使
節
団
報
告
会
開
催

〜
今
夏
の
被
災
地
に
市
職
員
を
派
遣
〜京

都
府
宇
治
市
の
災
害
復
旧
を
支
援

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
野
生
復
帰
に

取
り
組
む
世
界
最
後
の
野
生
馬
の

視
察
、
天
幕
住
居（
ゲ
ル
）で
の
自

然
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

▲猛暑の中、被災ごみを次々に片付ける
▲在モンゴル日本大使館で清水大使と記
念撮影

▲交流会で仲良くなりました

南
極
授
業

59
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山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

コ
ウ
ノ
ト
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ド
in
但
馬

雄
大
な
景
色
の
中
を
疾
走
！

城 崎城 崎

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー「
お
月
見
会
」

親
子
で
秋
を
楽
し
も
う
！

竹 野竹 野

手
作
り
絵
本
教
室（
全
５
回
）

絵
も
話
も
全
部私

が
作
っ
た
よ
♪

豊 岡豊 岡

▲30人ずつ90秒おきに順次スタート。参加者は、北は
北海道、南は九州までの全国各地から集結

　

夏
休
み
期
間
中
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
手
作
り

絵
本
教
室
を
図
書
館
本
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

  

受
講
し
た
30
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
図
書
館
児
童

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
か
ら
、
絵
の
描
き
方
、
文
章
や

本
の
作
り
方
を
教
わ
り
、
見
返
し
や
中
表
紙
も
入
れ
、

す
て
き
な
絵
本
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
8
月
29
日
に
発
表
会
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
は
、
自
分
の
絵
本
を
み
ん
な
に
見
せ
な
が
ら
読

み
上
げ
、
他
の
人
が
作
っ
た
絵
本
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

指
導
者
が「
言
葉
が
豊
か
に
な
り
、
絵
も
上
手
に

な
り
ま
し
た
。
世
界
に
た
っ
た
一
つ
の
本
。
大
人
に

な
っ
て
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
話
す
と
、
子

ど
も
た
ち
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

9
月
2
日
、
山
陰
海
岸
の
景
色
や
地
形
を
体
感
す

る
コ
ウ
ノ
ト
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ド
in
但
馬（
同
実
行
委

員
会
主
催
）が
、城
崎
中
学
校
を
発
着
点
と
す
る
約

1
1
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
回
大
会
の
昨
年
は
、
台
風
の
影
響
で
や
む
な

く
中
止
。
今
年
は
爽
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
約

5
2
0
人
が
竹
野
海
岸
や
出
石
、
玄
武
洞
な
ど
を
巡

り
な
が
ら
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
を
楽
し
み
ま
し
た
。
休
憩

所
や
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、
そ
う
め
ん
や
お
は
ぎ
、
但

馬
牛
カ
レ
ー
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
の
疲
れ

を
癒
し
ま
し
た
。
神
戸
市
か
ら
参
加
し
た
吉
本
賢
一

さ
ん
は「
走
り
や
す
く
景
色
も
き
れ
い
。
最
高
で
す
」

と
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
4
日
、
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー
で
親
子
約
20

組
が
参
加
し
、「
お
月
見
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
遊

戯
室
に
は
、
画
用
紙
で
作
っ
た
団
子
や
ス
ス
キ
を
飾

り
、
お
月
見
会
を
演
出
し
ま
す
。

　

会
で
は
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
見
た
り
、
子
育
て

セ
ン
タ
ー
職
員
が
扮
す
る
ウ
サ
ギ
や
タ
ヌ
キ
と
一
緒

に
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
バ
ッ
タ
や
カ
マ
キ
リ
な
ど

の
ポ
ー
ズ
を
と
る
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と
、
親
子
で
楽

し
く
触
れ
合
う
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
振
る
舞
わ
れ
た
団
子
は
大
人
気
で
、
子
ど
も
た
ち

は
あ
っ
と
い
う
間
に
平
ら
げ
て
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
セ
ン
タ
ー
職
員
は「
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
、

家
族
で
秋
の
季
節
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

▲頑張って作った大事な絵本。気持ちを込めて読みました

▲パネルシアターを楽しむ参加者ら
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第
５
回
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト

心
に
響
く
演
奏
で

地
域
の
支
え
に
あ
り
が
と
う
‼

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲優勝するには少しのミスも許されない…緊張感高ま　
る中で演技する団員

　

市
内
各
地
域
消
防
団
は
、
夏
季
訓
練
や
操
法
練
習

な
ど
で
、
地
元
の
有
事
の
際
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

9
月
2
日
、
日
高
消
防
団
の
消
防
操
法
大
会
が
、

名
色
ゲ
レ
ン
デ
第
6
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
太
陽
が
照
り
つ
け
る
中
、
小
型
ポ
ン
プ

部
門
に
12
分
団
、
自
動
車
ポ
ン
プ
部
門
に
6
分
団
が

出
場
。
各
分
団
と
も
、
団
員
自
身
の
安
全
と
的
確
で

迅
速
な
行
動
の
確
保
、
消
防
活
動
の
心
･
技
･
体
の

習
熟
を
披
露
し
、
技
量
を
競
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
に
と
っ
て
心
強
い
組
織
で
あ
る
よ
う
、
団

長
の
長
岡
健た
け

美み

さ
ん
は「
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
く
だ
さ
い
」と
、

約
4
5
0
人
の
団
員
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

▲手作り衣装で、ダンスを披露する１年生。アニメソン
グ｢妖怪人間ベム｣の演奏には卒業生も参加

　

8
月
26
日
、
但
東
中
学
校（
但
東
町
三
原
）で
、
同

校
吹
奏
楽
部
が
第
5
回
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
、
地
域
住
民
ら
約
2
0
0
人
が
心
の
こ
も
っ
た

演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け

て
練
習
を
重
ね
た
歌
劇「
ト
ス
カ
」を
は
じ
め
、
ポ
ッ

プ
ス
、
ジ
ャ
ズ
、
演
歌
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲

を
演
奏
。
ま
た
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
1
年
生
に
よ

る
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
会
場
に
は
多
く
の
拍
手
と

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
の
指
名
を
受
け
た
小
山
聡さ
と

史し

さ
ん（
但

東
町
久
畑
）は「
娘
の
演
奏
と
共
演
で
き
て
、
2
人
の

距
離
が
さ
ら
に
縮
ま
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

第
33
回
愛あ
た
ご宕
の
火
祭
り

燃
え
上
が
る
炎
に

無
病
息
災
を
祈
っ
て
…

出 石出 石
　

8
月
26
日
、
出
石
町
中
村
の
伊い

福ふ
く

部べ

神
社
で
、
愛

宕
の
火
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り

は
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
伝
統
行
事
で
す
。

　

当
日
の
夕
刻
、
伊
福
部
神
社
裏
に
あ
る
七
年
山
中

腹
の
愛
宕
神
社
で
、
木
と
木
を
す
り
合
わ
せ
る「
火

起
こ
し
の
儀
」が
行
わ
れ
、
こ
の
御
神
火
を
地
元
の

子
ど
も
た
ち
が
伊
福
部
神
社
ま
で
運
び
ま
す
。
こ
の

火
は
、
灯
ろ
う
や
か
が
り
火
に
分
火
し
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
は
、
地
元
奉
賛
会

員
や
一
般
参
加
者
が
、
荒
縄
で
束
ね
た
麦
わ
ら
に
火

を
つ
け
、
無
病
息
災
、
厄
除
け
を
祈
願
し
な
が
ら
振

り
回
す
火
振
り
。
来
場
者
は
、
浮
か
び
上
が
る
幻
想

的
な
炎
の
輪
に
、
し
ば
し
時
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

▲大地を揺るがすような火祭り太鼓が打ち鳴らされる中
行われた勇壮な火振り

第
23
回
豊
岡
市
日
高
消
防
団
消
防
操
法
大
会

有
事
に
は
地
域
の

チ
カ
ラ
を
発
揮
‼
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将
来
、な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ピ
ッ
チ

に
立
つ
こ
と
を
夢
見
る
元
気
な
女
の
子
を
紹
介
し
ま
す
。

神か
み

谷や

育な
る

実み

さ
ん（
日
高
東
中
学
校
２
年
・
14
歳
）

日
高
町
岩
中

目
指
せ
！
未
来
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
に
全
身
全
霊
を
懸
け
る

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

自宅の練習場で
全日本女子ユース（Ｕ-15）関西代表決定戦
兵庫県予選で優勝（後列左から2番目･7番）

し
た
。「
佐
々
木
監
督
は『
何
か
キ

ラ
ッ
と
光
る
も
の
を
持
っ
て
い
る

選
手
が
ほ
し
い
』と
言
わ
れ
て
い

た
。
サ
ッ
カ
ー
で
は
自
分
は
ま
だ

ま
だ
下
手
だ
け
ど
、
足
の
速
さ
で

は
負
け
な
い
。
足
を
生
か
し
た
サ

ッ
カ
ー
を
し
た
い
」と
神
谷
さ
ん

は
力
を
込
め
ま
す
。

　

こ
の
後
、
J ジェイ
Fエフ
Aエー
エ
ン
ト
リ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
女
子
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
に
3
回
召
集
さ
れ
ま
し

た
。「
夢
の
よ
う
」と
は
に
か
む
神

谷
さ
ん
。
夢
に
向
か
い
一
歩
前
進

し
た
瞬
間
で
す
。

今
で
き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
！

　
「
高
校
の
こ
と
と
か
は
、
ま
だ

決
め
て
い
な
い
。
自
分
の
サ
ッ
カ

ー
環
境
は
厳
し
い
け
ど
、
家
族
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
陸
上
と
両
立

さ
せ
て
頑
張
り
た
い
。
将
来
の
夢

は
、
や
は
り
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
。

ま
ず
は
、
2
年
後
に
開
催
さ
れ
る

U
‐
17
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
る
た
め
に
、
今
で

き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
や
る
だ

け
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

Ｕ-14日本女子選抜として日韓戦に出場した
神谷さん（左下･17番）⒞ＪＦＡ

女
子
ユ
ー
ス
U
ア
ン
ダ
ー

‐
15（
15
歳
以
下
）

の
兵
庫
県
大
会
で
優
勝
し
、
関
西

大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
上
の
練
習
環
境
を
求
め
て

　

中
学
1
年
生
で
関
西
ト
レ
セ
ン

に
選
出
さ
れ
た
神
谷
さ
ん
は
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
セ
ン
へ
の
選
出
を

目
指
し
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
不

選
出
。
さ
ら
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
練

習
環
境
を
求
め
て
い
た
神
谷
さ
ん

は
、
未
来
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

候
補
を
発
掘
す
る「
未
来
の
な
で

し
こ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」に
応
募
し

ま
し
た
。
同
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

全
国
か
ら
身
体
能
力
の
優
れ
た
小

学
4
年
生
か
ら
中
学
2
年
生
の
女

子
1
0
6
9
人
が
応
募
。
サ
ッ
カ

ー
経
験
の
有
無
は
問
わ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
陸
上
や
テ
ニ
ス
経
験
者

ら
を
含
め
た
45
人
が
選
抜
。
神
谷

さ
ん
も
見
事
選
ば
れ
、
3
月
17
〜

18
日
に
御
殿
場
市（
静
岡
県
）で
開

催
さ
れ
た
同
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
参

加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
コ
ー
チ
と
の
面
談
、
フ

ィ
ジ
カ
ル
測
定
な
ど
が
あ
り
、
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
佐
々
木
監
督

か
ら
の
講
義
も
あ
り
ま
し
た
。
中

で
も
、
40
メ
ー
ト
ル
走
は
、
な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

選
手
に
匹
敵
す
る
タ
イ
ム
を
た
た

き
出
し
、
関
係
者
ら
を
驚
か
せ
ま

　

日
本
中
を
熱
狂
さ
せ
た
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
幕
。
サ
ッ

カ
ー
女
子
で
は
、
日
本
代
表（
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
）が
初
め
て
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

足
の
速
さ
を
生
か
す

　
「
私
も
い
つ
か
き
っ
と
、
な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
メ
ン
バ
ー
に
な

り
た
い
」と
闘
志
を
燃
や
す
の
は
、

神
谷
育
実
さ
ん
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
神
谷
さ
ん
は
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
足
が
速
く
、
小

学
5
年
生
の
時
に
出
場
し
た
兵
庫

県
陸
上
選
手
権
大
会
の
1
0
0
メ

ー
ト
ル
で
は
、
大
会
新
記
録
で
優

勝
。
中
学
校
で
は
陸
上
部
に
所
属

し
、
1
年
生
の
時
に
1
0
0
メ
ー

ト
ル
で
全
国
2
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
兄
や
い
と
こ
と
サ
ッ
カ
ー
を

し
て
遊
ん
で
い
て
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
」と
、
小
学
5
年
生
の
時

に
地
元
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム「
但
馬

S
C
リ
ベ
ル
テ
」に
入
り
サ
ッ
カ

ー
を
始
め
ま
し
た
。

　

地
元
に
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
が
な
い
た
め
、
中
学
か
ら
は

三
木
市
に
本
拠
地
を
置
く「
Fエフ
Cシー 

Vヴ
ィ

ク

ト

リ

ー

ズ

I
C
T
O
R
I
E
S
」に
所
属

し
、
毎
週
土
･
日
曜
日
に
は
父
母

の
送
迎
で
練
習
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
で
は
、
足
の
速
さ
を
生

か
し
Fフォワ
ー
ドW
と
し
て
活
躍
。
全
日
本

▲元気いっぱいの神
谷さん。趣味は読
書と寝ること
※トレセン制度…ナショナルトレーニングセンター制度の略。日本サッカーの強化、発展のため、将来日本代表選手となる優秀な素材
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一
針
一
針
　
心
を
込
め
て
　
ま
り
作
り

　

五い

十す

鈴ず

会（
出
石
）

学
校
探
検
　 

⑤

れ
し
い
」と
協
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
、
達
成
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
宇
川
く
ん
、
宮
嶋
さ

ん
、
八
木
さ
ん
の
3
人
に
竹
野
中

学
校
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

特
徴
あ
る
取
組
み
と
し
て
力
を

入
れ
て
い
る
も
の
が
三
つ
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
目
は「
あ
い
さ
つ
立
番
」で

す
。
毎
日
生
徒
会
執
行
委
員
が
玄

関
口
に
立
ち
、
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
す
。
地
域
の
方
か
ら「
き
ち
ん

と
あ
い
さ
つ
が
で
き
て
い
る
ね
」

と
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

二
つ
目
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」で
す
。
全
校
生
徒
に
呼
び
掛

け
、
希
望
者
が
四
つ
の
福
祉
施
設

を
訪
問
し
、
高
齢
者
や
子
ど
も
と

触
れ
合
い
ま
す
。
施
設
で
手
伝
い

な
ど
を
す
る
う
ち
、
達
成
感
を
得

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は「
校
歌
を
大
き
な
声

で
歌
う
こ
と
」で
す
。

　

毎
月
の
生
徒
集
会
で
は
、
3

年
生
が
中
心
と
な
っ
て
校
歌
を
歌

い
ま
す
。自
分
た
ち
が
通
う
学
校
の

校
歌
を
大
き
な
声
で
歌
う
こ
と
は
、

私
た
ち
の
自
信
に
つ
な
が
っ
て
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ル
タ
ブ
・
ベ
ル
マ
ー

ク
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の

「
収
集
活
動
」で
は
、
各
学
級
に
回

収
ボ
ッ

ク
ス
を

設
置
し
、

月
末
に

回
収
し

て
い
ま

す
。
近

隣
の
店

な
ど
に

も
収
集
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
集

め
た
も
の
は
、
関
係
団
体
に
送
り
、

ワ
ク
チ
ン
購
入
な
ど
の
た
め
に
役

立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
「
収
集
活
動
」は
、
後
輩
た
ち
に

ぜ
ひ
、
受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い

伝
統
の
一
つ
で
す
。

　

竹
野
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で

良
き
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
良
い
も
の
は
継
承

し
、
ま
た
新
た
に
良
い
も
の
を
見

つ
け
な
が
ら
、
よ
り
素
晴
ら
し
い

学
校
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

御
殿
ま
り
は
、
色
と
り
ど
り
の

糸
で
一
針
一
針
刺
し
ゅ
う
さ
れ
た

模
様
が
美
し
い
ま
り
で
す
。
そ
の

製
作
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が
五
十

鈴
会
で
す
。
現
在
の
会
員
は
8
人
。

Ｊ
A
た
じ
ま
出
石
支
店（
出
石
町

町
分
）隣
の
建
物
が
活
動
拠
点
で

す
。
毎
月
1
回
、
会
員
の
都
合
の

い
い
日
に
集
ま
り
ま
す
。

　

御
殿
ま
り
の
製
作
は
、
最
初
に
、

ま
り
の
刺
し
ゅ
う
の
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
ま
す
。次
に
、ビ
ニ
ー
ル
袋
に
も

み
殻
な
ど
を
入
れ
、
糸
で
巻
い
て

丸
い
形
に
整
え
ま
す
。
そ
の
後
、

ま
り
の
表
面
に
、糸
で
デ
ザ
イ
ン

の
基
本
と
な
る
地
割
り（
三
角
形
、

ひ
し
形
、六
角
形
な
ど
）を
し
ま
す
。

最
後
に
、好
み
の
色
の
糸
で
刺
し

ゅ
う
を
し
、
色
付
け
を
し
ま
す
。

　

指
導
に
当
た
る
絹
川
さ
ん（
出

石
町
中
村
）は「
地
割
り
の
組
み
合

わ
せ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ
イ
ン

が
で
き
ま
す
。
根
気
の
い
る
作
業

で
す
が
、
完
成
し
た
と
き
は
充
実

感
が
あ
り
ま
す
」と
う
れ
し
そ
う
。

ま
た
、「
手
先
を
使
う
の
で
、
脳
の

刺
激
に
な
る
」「
刺
し
ゅ
う
に
使
う

糸
で
印
象
が
変
わ
り
、
そ
の
人
の

個
性
が
出
て
面
白
い
」な
ど
、
会

員
ご
と
に
、
楽
し
み
方
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

代
表
の
川
見
さ
ん（
出
石
町
町

分
）は「
刺
し
ゅ
う
に
使
う
珍
し
い

糸
を
見
つ
け
る
と
、
欲
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
。
た
だ
、
特
殊
な
糸

の
入
手
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
」と
話
し
、
お
せ
ち
料
理
の
重

箱
の
よ
う
に
、
色
と
り
ど
り
の
糸

が
並
べ
ら
れ
た
紙
箱
を
見
つ
め
ま

す
。

　

今
後
は「
御
殿
ま
り
だ
け
で
な

く
、
会
員
が
得
意
分
野
ご
と
に
先

生
に
な
り
、
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

中学校
編

▲心を込めて作った御殿まり。デザインや
色使いに個性が光る

▲福祉施設で高齢者や子どもに
触れ合う様子

竹
野
中
学
校（
竹
野
）

案
内
者　

宇う

川か
わ

直な
お

也や

く
ん（
中
）（
３
年
Ａ
組
）、

宮み
や

嶋じ
ま

美み

穂ほ

さ
ん（
右
）・　
　
　
　

八や

木ぎ　

楓か
え
で

さ
ん（
左
）（
３
年
Ｂ
組
）

　

竹
野
中
学
校
は
、
竹
野
川
を
見

下
ろ
す
高
台
に
あ
り
、
在
校
生
は

1
1
1
人
で
す
。
生
徒
会
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
に「
挑
み
続
け
ろ
鷹
野
っ

子　

夢
に
向
か
っ
て
日
々
前
進
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

同
校
生
徒

会
長
の
宇
川

直
也
く
ん
は

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、

副
会
長
の
宮

嶋
美
穂
さ
ん

は
剣
道
部
、

書
記
長
の
八
木　

楓
さ
ん
は
吹
奏

楽
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
3
人

が
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
の
は「
練

習
は
厳
し
い
」。
し
か
し
、
宇
川

く
ん
は「
み
ん
な
で
練
習
し
て
い

る
と
楽
し
い
」、宮
嶋
さ
ん
は「
み
ん

な
で
協
力
し
て
勝
負
す
る
こ
と
が

楽
し
い
」、八
木
さ
ん
は「
み
ん
な
で

演
奏
し
、
曲
に
な
っ
た
と
き
が
う
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精
神
障
害
と
は

　
精
神
障
害
は
、
精
神
疾
患
の
た

め
に
精
神
機
能
に
障
害
が
生
じ
、

日
常
生
活
や
社
会
参
加
に
困
難
を

来
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
精
神
疾
患
と
い
っ
て
も
大

変
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
症
状
や

特
徴
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
主
な
精

神
疾
患
に
は
、
統
合
失
調
症
、
気

分
障
害（
う
つ
病
、躁そ
う

う
つ
病
な

ど
）、
精
神
作
用
物
質（
ア
ル
コ
ー

ル
、シ
ン
ナ
ー
な
ど
）に
よ
る
精
神

疾
患
、
不
安
障
害（
神
経
症
）、
器

質
性
精
神
病（
認
知
症
）、
て
ん
か

ん
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

精
神
疾
患
の
現
状

　
厚
生
労
働
省
が
2
0
0
8
年
に

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
精
神
疾

患
の
患
者
は
3
2
3
万
人
に
の
ぼ

り
、
糖
尿
病
、
が
ん
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
の
4
大
疾
病
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
同
省
は
精
神
疾
患

を
加
え
て
5
大
疾
病
と
い
う
位
置

付
け
と
し
、
今
後
、
重
点
対
策
を

行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
職
場
で
の
う
つ

病
や
高
齢
化
に
伴
う
認
知
症
の
患

者
数
が
年
々
増
加
し
、
現
在
で
は

　
便
利
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ネ
ッ
ト
）シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
。
今
や
コ
ン
ビ
ニ
や
百
貨

店
に
匹
敵
す
る
市
場
規
模
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
お
店
で
購
入
で
き

る
商
品
の
ほ
と
ん
ど
を
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
も
購
入
で
き
る
上
、

音
楽
や
画
像
・
動
画
、電
子
書
籍
、

ゲ
ー
ム
な
ど
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提

供
さ
れ
る
豊
富

な
サ
ー
ビ
ス
を

い
つ
で
も
利
用

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

注
意
す
る
こ
と
は
？

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
非
対

面
で
す
。
遠
隔
地
取
り
引
き
が
多

い
た
め
、
連
絡
が
取
れ
な
い
、
商

品
の
未
着
や
返
品
な
ど
、
多
く
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

た
め
に
、
シ
ョ
ッ
プ
に
次
の
表
示

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
必
ず
事

前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
連
絡
先

　
事
業
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

責
任
者
の
氏
名
な
ど

○
返
品
特
約

地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
…
⑥

外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
い
〜
精
神
障
害
そ
の
1
〜

精
神
疾
患
は
、
誰
で
も
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
、
と
て
も
身
近
な
疾

患
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、

精
神
疾
患

は
、
外
見

か
ら
は
判

断
し
づ
ら

い
た
め
、
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ

に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

　
精
神
障
害
は
、
気
分
が
沈
む
、

意
欲
が
出
に
く
い
、
考
え
が
ま
と

ま
り
に
く
い
な
ど
の
精
神
症
状
に

よ
り
、
労
働
や
日
常
生
活
、
対
人

関
係
な
ど
、「
生
活
の
し
づ
ら
さ
」

を
も
た
ら
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
就

職
や
結
婚
へ
の
影
響
な
ど
、
社
会

経
済
的
な
損
失
も
生
じ
て
し
ま
い

ま
す
。
精
神
障
害
は
、「
当
た
り
前

の
生
活
が
し
づ
ら
い
障
害
」と
も

い
え
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
医

療
だ
け
で
な
く
福
祉
の
対
象
と
し

て
捉
え
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

　
次
回
は
、
代
表
的
な
疾
患
で
あ

る
統
合
失
調
症
や
気
分
障
害
を
例

に
、
障
害
の
特
性
や
接
し
方
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24ｰ

7
0
3
3

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
42

　
〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
〜

ら
れ
ま
す
。

○
あ
る
程
度
の
関
税
の
知
識
や
相

手
の
国
の
商
習
慣
を
知
っ
て
お

く
こ
と
も
必
要
で
す
。
日
本
語

で
表
記
さ
れ
て
い
る
安
価
な
ブ

ラ
ン
ド
品
販
売
サ
イ
ト
で
注
文

す
る
と
コ
ピ
ー
商
品
が
届
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
便
利
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
た

め
に
は
、
こ
れ
か
ら
取
り
引
き
し

よ
う
と
す
る
サ
イ
ト
や
シ
ョ
ッ
プ

が
信
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
自
分

で
よ
く
確
認
し
て
判
断
す
る
こ
と

が
最
も
大
切
で
す
。

　
海
外
の
シ
ョ
ッ
プ
と
の
取
り
引

き
で
問
題
が
発
生
し
た
と
き
は
、

消
費
者
庁
越
境
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
C
C
J
）で
、
日

本
の
消
費
者
を
対

象
に
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
お
か
し
い
な
？
と
思
っ
た
ら
、

豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
商
品
の
返
品
の
可
否
や
そ
の
条

件
※
返
品
特
約
の
表
示
が
な
い
場
合

は
、
商
品
到
着
後
8
日
以
内
に

消
費
者
の
送
料
負
担
に
よ
る
返

品
が
可
能
で
す
。

※
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
通
信

販
売
に
該
当
す
る
の
で
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

○
支
払
方
法

　
前
払
い
を
避
け
、
な
る
べ
く
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
振
込
用
紙

で
の
後
払
い
、
代
金
引
き
換
え

な
ど
の
支
払
い
方
法
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

個
人
輸
入
の
注
意
点

○
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
海
外
の
シ

ョ
ッ
プ
か
ら
商
品
を
購
入
し
た

り
、
直
接
海
外
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
有
料
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
問
題
が

発
生
し
た

と
き
に
相

手
の
国
の

言
語
に
よ

る
交
渉
能

力
が
求
め

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付
　
月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所
　
生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談
　
☎
21

9
0
0
1
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2
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
!!
も

う
す
ぐ
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
る
蓮
馬
♡
優

し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
ね
♡

（
父 

洋
介
・
母 

香
菜
子
、九
日
市
下
町
）

　
1
歳
誕
生
日
お
め
で
と
う
!!
い
つ

も
か
わ
い
い
笑
顔
あ
り
が
と
う
♡

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ネ
!!（
祖
母
）

（
父 

剛
大
・
母 

美
紀
、今
森
）

深山夏
か

穂
ほ

ちゃん
（平成23年7月15日生）

坂田蓮
れん

馬
ま

ちゃん
（平成22年7月10日生）

　
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
。　
　 

　
　 
（
父 

幸
樹
・
母 

則
子
、但
東
町
矢
根
）

大石　凛
りん

ちゃん
（平成22年7月21日生）

　
優
太
、1
歳
お
め
で
と
う
。優
し
く
、

元
気
に
、大
き
く
な
あ
れ
!!
　

（
父 

潤
・
母 

佳
奈
、日
高
町
堀
）

中野優
ゆう

太
た

ちゃん
（平成23年8月2日生）

　
な
ん
で
も
や
り
た
い
陽
君
！
こ
れ

か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
す
く
す
く

育
っ
て
ね
。合
言
葉
は
ダ
ァ
ー
!!

（
父 

司
・
母 

さ
お
り
、加
広
町
）

木谷　陽
はる

ちゃん
（平成23年8月16日生）

▲中貝市長の祝福を受ける田中ゆうさん（好數さん
は施設入所中） ▲世界記録を樹立した部員たち

■
書
道
部
門
　
特
別
賞

▽
宇う

上じ
ょ
う

夏
希（
豊
岡
高
3
年
）

■
写
真
部
門

▽
尾
崎
健た
け

大ひ
ろ（
豊
岡
総
合
高
3
年
）

第
39
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
出
場

（
8
月
20
〜
22
日
、
千
葉
市
）

■
陸
上「
女
子
1
0
0
メ
ー
ト
ル
」

▽
神
谷
育な
る

実み（
日
高
東
中
2
年
）

第
59
回
兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
8
月
8
〜
12
日
、
三
田
市
・
尼

崎
市
・
た
つ
の
市
）

■
小
学
校
部
門
　
金
賞

▽
日
高
小
学
校

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
自
動
車
部

燃
費
世
界
一
を
樹
立

　
県
立
但
馬
技
術
大
学
校
自
動
車

部
が
、8
月
に
広
島
市
で
開
催
さ

れ
た
省
エ
ネ
カ
ー
レ
ー
ス「
第
16

回
ス
ー
パ
ー
マ
イ
レ
ッ
ジ
カ
ー
チ

ャ
レ
ン
ジ
広
島
」で
、F
A
M
E

（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）1
リ

ッ
ト
ル
当
た
り
2
3
4
0
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
世
界
記
録
を
樹
立
し
ま

し
た
。

最
高
齢
者

▽
北
村
よ
し（
1
1
1
歳
　
日
高

町
宵
田
）

最
高
齢
夫
婦

▽
田
中
好よ
し

數か
ず（
98
歳
）・
ゆ
う（
96

歳
　
岩
井
）

平
成
24
年
度
自
然
公
園
指
導
員

自
然
環
境
局
長
表
彰

▽
田
中
眞み
ち

雄お（
日
高
町
万
場
）

　
自
然
公
園
指
導
員
と
し
て
永
年

に
わ
た
っ
て
、
職
務
に
精
励
し
、

そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
の
じ
ぎ
く
賞 

▽
鳴
海
　
清（
竹
野
町
竹
野
）

　
7
月
26
日
、
竹
野
浜
海
水
浴
場

で
、
溺
れ
て
い
る
男
性
に
気
付
き
、

海
に
入
り
、
近
く
に
い
た
男
性
2

人（
加
古
川
市
、
堺
市
）と
一
緒
に

浜
に
引
き
上
げ
、
救
助
し
ま
し
た
。

▽
與よ

田だ

　
勉（
竹
野
町
竹
野
）

　
8
月
15
日
、
切
浜
海
水
浴
場
で
、

沖
に
流
さ
れ
た
子
ど

も
2
人
を
、
も
う
1

人
の
男
性（
京
都
府

向
日
市
）と
協
力
し

て
救
助
し
ま
し
た
。

第
36
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

出
場

（
8
月
8
〜
12
日
、
富
山
県
南な
ん

砺と

市
・
魚
津
市
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。



●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城崎総合支所
　☎32－0001
●竹野総合支所
　☎47－1111
●日高総合支所
　☎42－1111
●出石総合支所
　☎52－3111
●但東総合支所
　☎54－1000
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期
　
間

10
月
は
土
地
月
間

■
土
地
取
引
の
届
け
出
を

　
　
　
　
　
　
　
　

忘
れ
ず
に
！

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

し
た
場
合
は
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
き
、
契
約
を
締
結
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
2
週
間
以
内
に
、

市
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
届
け
出
が
必
要
な
面
積

市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整

備
を
促
進
す
る
た
め
に
、
必
要
な

土
地
を
計
画
的
に
取
得
す
る
制
度

の
こ
と
で
す
。

　

土
地
を
譲
り
渡
す
場
合
に
は
、

土
地
を
譲
渡
す
る
日
の
3
週
間
前

ま
で
に
、
市
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

○
届
け
出
が
必
要
な
面
積

相
談
問
都
市
整
備
課

　

☎
23

1
7
1
2

行
政
相
談
週
間

10
月
15
日（
月
）〜
21
日（
日
）

　

行
政
相
談
は
、
国
の
行
政
全
般

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
苦
情
や
意

見
、
要
望
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、

関
係
行
政
機
関
な
ど
に
必
要
な
あ

っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解
決
や
実

現
に
努
め
、
行
政
運
営
の
改
善
を

図
る
制
度
で
す
。

　

行
政
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、毎
月
の
相
談
日
は
、市
広

報
紙
10
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
10
月
の
相
談
日

　

4
日（
木
）、
6
日（
土
）、
10
日

（
水
）、
18
日（
木
）

問
秘
書
広
報
課
広
報
・
交
流
係

　

☎
23

1
1
1
1

大
切
な
契
約
書
や
遺
言
な
ど
は

公
正
証
書
に

10
月
1
日（
月
）〜
7
日（
日
）は

公
証
週
間

　

不
動
産
売
買
な
ど
重
要
な
取
引

を
し
た
り
、
遺
言
を
残
し
た
り
す

る
と
き
は
、
公
正
証
書
が
ト
ラ
ブ

ル
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

公
正
証
書
は
、
公
証
役
場
の
公

証
人（
裁
判
官
や
検
察
官
な
ど
を

務
め
た
法
律
の
専
門
家
）が
作
成

し
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

地域 氏 名

豊岡
宮代俊

しゅん

一
いち

鈴木順
より

子
こ

城崎 堀田晃一郎
竹野 山崎　守
日高 竹中友

とも

雄
お

出石 角
つの

岡
おか

充
み

國
くに

但東 渋
しぶ

谷
や

順
じゅん

子
こ

種　別 面積

市街化区域内 2,000㎡以上

市街化区域以
外の都市計画
区域

5,000㎡以上

都市計画区域
以外の区域

10,000㎡
以上

種　別   面積
都市計画区域内の都市計画施設
の区域内等の土地 200㎡

以上都市計画区域外の都市計画施設
の区域内の土地
上記以外の都市計画区域内の土
地で市街化区域内の土地

5,000㎡
以上

上記以外の都市計画区域内の土
地で市街化区域と市街化調整区
域との区分を行っていない土地

10,000㎡
以上

種　別 面積

都市計画区
域内の土地

200㎡
以上都市計画区

域外の都市
計画施設の
区域内の土
地

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

■
土
地
の
先
買
い
制
度
と
は

　

土
地
の
先
買
い
制
度
は
、
県
や

市
な
ど
が
、
公
有
地
の
拡
大
の
推

進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
都

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
に

土
地
の
買
い
取
り
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
申
し
出
が
で
き
る
面
積

○
行
政
相
談
員
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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○
特
設
相
談

日
10
月
8
日（
月
・
祝
）午
前
10
時

〜
午
後
3
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大
手
町
）

問
豊
岡
公
証
役
場

　

☎
22

0
7
9
6

10
月
と

８よ
う
か

日
は「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」

〜
親
子
で
一緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
〜

　

子
ど
も
は
、
教
育
の
原
点
で
あ

る
家
庭
の
中
で
信
頼
や
思
い
や
り
、

愛
情
を
持
っ
た
体
験
を
通
し
て
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
自
分
が
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と

に
気
付
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
家
族
で
過
ご
し
触
れ

合
う
時
間
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
家
族
の
ぬ
く
も
り
、
あ
り
が

た
さ
を
感
じ
る
日
と
し
て
、
10
月

8
日
を「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」、

10
月
を「
と
よ
お
か
家
族
の
月
間
」

に
制
定
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
市
内
の
文
化
施
設

を
無
料（
半
額
）開
放
し
、
家
族
で

一
緒
に
過
ご
す
場

所
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

家
族
で
心
に
残
る「
と
よ
お
か

家
族
の
日
」を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
涯
学
習
課
☎
23

0
3
4
1

催
　
し

小
惑
星「
神
鍋
」命
名
記
念
講
演
会

日
10
月
21
日（
日
）午
後
3
時
30
分

〜
5
時

所
植
村
直
己
冒
険
館
小
ホ
ー
ル（
日

高
町
伊
府
）

演
題
「
イ
ケ
ヤ
・
セ
キ
彗
星
の
冒

険
〜
小
惑
星『
神
鍋
』を
見
つ
け

る
ま
で
〜
」

講
師
コ
メ
ッ
ト
ハ
ン
タ
ー（
彗
星
捜

索
家
）　

関　

勉
さ
ん

※
小
惑
星「
神
鍋
」は
関
さ
ん
が
発

見
・
命
名

問
地
域
戦
略
推
進
課

　

☎
21

9
0
1
2

豊
岡
市
戦
没
者
追
悼
式　

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
、
心
か
ら
追
悼
の
誠

を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
平
和
を
願

う
市
民
の
強
い
決
意
を
表
す
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
10
月
19
日（
金
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分

所
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル（
立
野
町
）

他
会
場
で
は
、
手
話
通
訳
を
行
う

予
定

問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
3

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
そ
と
あ
そ
び
広
場

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
戸
外
遊
び
、
固
定
遊
具
で
の
遊

び
、
子
育
て
相
談
・
情
報
交
換

な
ど

■
元げ

ん

き

ん

気
i
n
g
ピ
ッ
ク

　

〜
登
録
グ
ル
ー
プ
・
元げ
ん
き
ん
ぐ

気
i
n
g
の

親
子
と
い
っ
し
ょ
に
〜

日
10
月
12
日（
金
）午
前
10
時
〜
11

時
50
分

所
総
合
体
育
館（
大
磯
町
）

対
子
育
て
中
の
親
子
、
家
族

内
親
子
触
れ
合
い
遊
び
、

年
齢
別
の
親
子
競
技
、

サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び

持
上
靴

問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

4
6
0
4

第
16
回
伊
藤
清
永
賞

子
ど
も
絵
画
展

日
10
月
6
日（
土
）〜
30
日（
火
）午  

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時（
入

館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
、
30

日
は
午
後
1
時
ま
で
）

※
毎
週
水
曜
日
休
館

所
伊
藤
清
永
美
術
館（
出
石
町
内

町
）

料
一
般
3
0
0
円
、
高
校
・
大
学

生
・
65
歳
以
上
・
身
体
障
害
者

1
5
0
円
、
中
学
生
以
下
無
料

問
伊
藤
清
永
美
術
館

　
☎
52
5
4
5
6
Ｆ
53
2
0
8
8

日時 場所
10月４日（木）
午前10時15分～ 中央公園（いこい）
10月10日（水）
午後１時30分～ 但馬空港・芝生広場
10月15日（月）
午後１時30分～ 正法寺ふれあい公園
10月26日（金）
午前10時15分～

しばっこ広場
（アイティ7階）

10月31日（水）
午前10時15分～ 県立コウノトリの郷公園

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

施設
家族の日 家族の月間

大人
子ども
（中学
生以下)

大人
子ども
（中学
生以下）

・植村直己冒険館
・伊藤清永美術館
・日本・モンゴル
民族博物館

・但馬国府・国分
寺館

・出石家老屋敷

無料 無料 半額
無料（コ
コロンカ 
ード 提
示）

※市民が中学生以下の家族と利用する場合に限る

※雨天および悪天候の場合は中止
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ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
ま
つ
り

日
10
月
8
日（
月
・
祝
）午
前
10
時

　

〜
午
後
3
時

所
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
管
理

　

棟
周
辺（
城
崎
町
今
津
）

内
祝
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
景
品

付
き
餅
ま
き（
午
後
2
時
〜
）、

地
域
の
方
に
よ
る
た
こ
焼
き
・

サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
・
新
米
・

野
菜
な
ど
の
バ
ザ
ー
、
湿
地
内

の
生
き
も
の
調
査
な
ど

問
コ
ウ
ノ
ト
リ
湿
地
ネ
ッ
ト（
ハ

　

チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
管
理
棟

　

内
）☎
20

8
5
6
0

体
力
測
定
・
運
動
相
談

日
10
月
6
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

　

後
8
時

所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡（
立
野
町
）

対
20
歳
以
上
の
市
民

内
簡
単
な
体
力
測
定
、
体
組
成
測

　

定
、
運
動
相
談

定
50
人

※
事
前
申
込
み
必
要

申
問
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
総
合

　

受
付
窓
口
☎
24

0
5
8
2

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
イ 

日
10
月
14
日（
日
）午
前
10
時
〜

所
但
東
総
合
支
所　

3
階

内
モ
ン
ゴ
ル
民
族
芸
能
公
演
、
豊

岡
市
国
際
交
流
の
展
示
、
J ジャ
イI

CカA
兵
庫
特
別
展
示
、
お
楽
し

み
抽
選
会

他
同
会
場
で
は
但
東
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
タ
を
同
時
開
催

問
豊
岡
市
国
際
交
流
協
会

　

☎
23

5
9
3
1

第
35
回
豊
岡
チ
ャ
ー
チ
ル
会
展

日
10
月
5
日（
金
）〜
7
日（
日
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時（
7
日
は

午
後
4
時
ま
で
）

所
市
民
会
館　

3
階　

ギ
ャ
ラ
リ

ー（
立
野
町
）

内
会
員
に
よ
る
個
性
あ
ふ
れ
る
絵

画
を
展
示

問
豊
岡
文
化
協
会（
市
民
会
館
内
）

　
☎
0
8
0
8
3
4
0
0
4
1
6

旧
軍
人
等
恩
給
説
明
・
相
談
会 

日
10
月
19
日（
金
）午
後
2
時
〜
4

時
所
県
和
田
山
庁
舎　

3
0
2
会
議

室（
朝
来
市
）

対
現
在
、
恩
給
を
受
給
し
て
い
な

い
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

・
旧
軍
人
で
、
実
際
に
軍
人
と
し

て
の
在
職
期
間
が
3
年
以
上
の

方
ま
た
は
そ
の
遺
族（
配
偶
者

な
ど
）

・
軍
人
期
間
中
に
公
務
ま
た
は
勤

務
関
連
で
傷
病
を
受
け
、
現
在

も
こ
れ
ら
の
傷
病
に
よ
る
後
遺

症
の
あ
る
方

・
実
在
職
年
が
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
軍
人
期
間
の
あ
る
方
ま
た

は
そ
の
遺
族（
配
偶
者
な
ど
）

内
各
種
恩
給
制
度
の
説
明
と
個
別

相
談

問
県
社
会
援
護
課
恩
給
援
護
係

　

☎
0
7
8
3
6
2
3
2
0
4

改
正
法
人
税
法
等
説
明
会
　

日
所

○
10
月
16
日（
火
）午
後
1
時
30
分

〜
・
新
温
泉
町
浜
坂
多
目
的
集

会
施
設（
新
温
泉
町
庁
舎
横
）

○
10
月
17
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
・
じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階　

多
目
的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）

※
い
ず
れ
か
都
合
の
良
い
日
に
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

問
豊
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部

門
☎
22

2
1
5
9

募
　
集

平
成
24
年
度
豊
岡
市
成
人
式 

実
行
委
員
募
集

　

平
成
25
年
1
月
13
日（
日
）に
開

催
す
る「
平
成
24
年
度
成
人
式
」の

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
平
成
4
年
4
月
2
日
〜
平
成
5

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

内
式
典
進
行（
司
会
、
ピ
ア
ノ
伴

奏
な
ど
）、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

企
画
運
営

定
10
人
程
度

他・
第
1
回
実
行
委
員
会
は
、
10
月

26
日（
金
）開
催
予
定

・
成
人
式
の
詳
細
は
、
後
日
の
市

広
報
紙
に
掲
載

申
問
生
涯
学
習
課
人
権
・
社
会
教

育
係
☎
23

0
3
4
1

　
メshougaigakushuu@

city.
toyooka.lg.jp

城
崎
地
域
市
営
駐
車
場
等

指
定
管
理
者
募
集

指
定
管
理
対
象
市
営
城
崎
温
泉
駅  

前
駐
車
場
、
市
営
城
崎
鴻
の
湯

駐
車
場
、
市
営
城
崎
木
屋
町
駐

車
場
お
よ
び
市
立
城
崎
温
泉
駅

前
駐
輪
場

応
募
資
格
駐
車
場
等
の
管
理
運
営

が
可
能
な
団
体

業
務
内
容
城
崎
地
域
の
市
営
駐
車

場
等
の
管
理
運
営
な
ど

指
定
管
理
期
間
平
成
25
年
4
月
1

日
〜
平
成
28
年
3
月
31
日（
予

定
）

申
期
10
月
18
日（
木
）午
後
5
時

他
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
城



広報とよおか　2012.9.2531

崎
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ

る
募
集
要
項（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
）を
参
照
ま
た
は

窓
口
に
問
い
合
わ
せ

申
問
城
崎
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21

9
0
6
5

環
境
経
済
認
定
事
業
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は「
環
境
を
良
く
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
で
利
益
が
生
ま
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
環
境
と
経
済
が
互
い
に

発
展
し
合
う
」仕
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、
環
境
経
済
認
定
制
度
を

創
設
し
、
認
定
事
業
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

認
定
事
業
は
、
販
路
拡
大
、
製

品
・
技
術
開
発
な
ど
に
関
す
る
市

の
支
援
を
重
点
的
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

対
象
事
業
環
境
を
良
く
す
る
事
業

に
よ
っ
て
利
益
を
追
求
す
る
も

の（
一
部
事
業
を
除
く
。
詳
細

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

○
事
業
例

・
減
農
薬
栽
培
農
産
物
を
使
用
し

た
食
料
品
の
製
造

・
間
伐
材
を
使
用
し
た
燃
料
の
製

造
・
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減
す

る
機
器
の
製
造

・
廃
棄
物
の
発
生
を
削
減
す
る
工

法
に
よ
る
施
工　

な
ど

対
市
内
に
事
務
所
を
置
く
方
で
、

市
税
滞
納
者
、
暴
力
団
関
係
者

等
で
な
い
方

支
援
内
容
各
年
度
の
予
算
で
決
定

申
方
経
済
課
に
あ
る
申
請
書
類（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記

入
の
上
、
持
参

申
期
10
月
19
日（
金
）

申
問
経
済
課
経
済
係

　

☎
23

4
4
8
0

臨
時
職
員（
ボ
イ
ラ
ー
技
士
）

募
集

募
集
職
種
・
人
数
ボ
イ
ラ
ー
技

士
・
2
人

受
験
資
格
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
2

級
以
上

勤
務
場
所
五
荘
小
学
校
、
豊
岡
南

中
学
校
の
い
ず
れ
か

職
務
内
容
小
・
中
学
校
の
ボ
イ
ラ

ー
の
運
転
・
管
理

勤
務
条
件

・
給
料
…
日
額

8
千
円

・
勤
務
時
間
…
週
5
日（
38
時
間

45
分
）勤
務

・
休
日
…
土
・
日
曜
日
の
週
休
2

日
※
休
日
に
行
事
が
あ
っ
た
場
合
は

平
日
と
振
り
替
え

雇
用
期
間
11
月
16
日（
金
）〜
平
成

25
年
3
月
22
日（
金
）

※
気
候
に
よ
り
、
雇
用
開
始
が
早

ま
る
場
合
あ
り

※
原
則
、
冬
休
み
期
間
中
は
勤
務

な
し

選
考
日
10
月
22
日（
月
）予
定

申
方
職
員
課
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
の
上
、
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許

の
写
し
を
添
え
て
、
持
参
ま
た

は
郵
送

申
期
10
月
12
日（
金
）必
着

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

他
採
用
者
は
健
康
診
断
結
果
な
ど

の
写
し
を
提
出

申
問
職
員
課
人
事
係

　

☎
23

1
3
2
6

平
成
24
年
度
兵
庫
県
地
域
づ
く

り
活
動
基
盤
整
備
事
業「
但
馬

N
P
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

参
加
者
募
集

日
10
月
18
日（
木
）午
後
1
時
〜
4

時
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大
手
町
）

対
N
P
O
に
興
味
の
あ
る
方
、

N
P
O
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

内
N
P
O
の
活
動
紹
介
、
意
見
交

換
定
20
人
程
度

申
方
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
は

が
き
に
氏
名（
活
動
団
体
名
）、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
持
参
、

郵
送
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
10
月
15
日（
月
）消
印
有
効

申
問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
〒
6
 6 

8
0
0
3
1　

大
手
町
4
5
）

　
☎
24
3
0
0
0
Ｆ
24
3
0
0
4

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

体
験
入
園
の
募
集（
日
高
地
域
）

日
10
月
22
日（
月
）〜
26

日（
金
）午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
0
〜
5
歳
児
と
保
護

者
料
1
日
2
0
0
円（
幼
児
の
み
給

食
体
験
あ
り
）

申
方
各
園
に
あ
る
所
定
の
申
込
用

紙
に
記
入
の
上
、
持
参

申
期
10
月
10
日（
水
）〜
12
日（
金
）

園名 募集組数 電話番号
西気保育園 ３ 45－0152
清滝保育園 ３ 45－0450
三方保育園 ２ 44－0610
静修保育園 ３ 42－1056

蓼
たで

川保育園 ３ 42－0169
蓼川第二保育園 ３ 42－1122
こくふこども園 ３ 42－1717
八代保育園 ３ 42－1731

申
問
各
園
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「
平
家
落お
ち
う
ど人

伝
説
を
あ
る
く
」 

参
加
者
募
集

日
10
月
17
日（
水
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
0
時
30
分〔
集
合
…
城
崎

総
合
支
所
玄
関
〕

所
城
崎
地
域
内（
桃
島
・
弁
天
山
・

極
楽
寺
・
温
泉
寺
）

内
平
家
落
人
伝
説
が
残
る
石
碑（
宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

）な
ど
を
歩
い
て
訪
ね
る

料
城
崎
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
片
道
の
み

2
8
0
円

定
30
人

申
期
10
月
15
日（
月
）

申
城
崎
地
区
公
民
館

　
☎
21

9
0
7
1

問
豊
岡
市
歴
史
文
化
遺
産
活
用
活

性
化
事
業
実
行
委
員
会（
文
化

振
興
課
内
）☎
23

1
1
6
0

「
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
大
会
」

参
加
者
募
集

日
10
月
27
日（
土
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
1
時（
受
付
は
、
午
前

9
時
〜
）　
※
雨
天
決
行

所
竹
野
南
森
林
公
園（
竹
野
町
森

本
）

※
受
付
は
、
竹
野
南
地
区
公
民
館

（
竹
野
町
森
本
）

内
森
林
内
を
ク
イ
ズ
形
式
で
散
策

す
る
ゲ
ー
ム
大
会（
入
賞
者
に

は
豪
華
賞
品
あ
り
）

料
千
円（
中
学
生
以
下
5
0
0
円
）

定
30
人

※
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者

同
伴

持
軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、
筆
記

用
具

申
期
10
月
17
日（
水
）

他
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
調

理
。
材
料
は
竹
野
南
里
山
の
会

が
用
意

申
問
竹
野
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
☎
21

9
0
7
3

「
障
が
い
者（
児
）バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
」

参
加
者
募
集

日
11
月
11
日（
日
）

目
的
地
須
磨
海
浜
水
族
園（
神
戸

市
）

対
市
内
在
住
の
心
身
障
が
い
者

（
児
）と
保
護
者

参
加
条
件

・
障
害
者
手
帳
所
持
者

・
集
合
場
所
ま
で
各
自
で
来
る
こ

と
が
で
き
る
方

・
階
段
の
昇
降
お
よ
び
バ
ス
に
長

時
間
乗
車
可
能
な
方

料
千
円

定
1
8
0
人

申
期
10
月
10
日（
水
）

他
集
合
時
間
・
場
所
な
ど
、
詳
細

は
、
申
込
み
時
に
連
絡

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
中

央
セ
ン
タ
ー
☎
43

1
3
3
3
 

Ｆ
42

6
3
0
0

社
会
福
祉
法
人
豊
友
会
　
　

平
成
25
年
度
職
員
募
集

選
考
日
時
10
月
7
日（
日
）午
前
10

時
〜

所
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

採
用
予
定
日
平
成
25
年
4
月
1
日

申
方
提
出
書
類
を
添
え
て
、
持
参

ま
た
は
郵
送

申
期
10
月
3
日（
水
）消
印
有
効

申
問
社
会
福
祉
法
人
豊
友
会
チ
ャ

イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園（
〒
6
 

6
8

0
0
1
2
　
下
陰
5
）

　
☎
29

3
9
0
0

美
術
館
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
　

参
加
者
募
集

日
11
月
11
日（
日
）午
前
7
時
30
分

出
発（
集
合
は
ア
イ
テ
ィ
前
）〜

午
後
7
時
30
分
ご
ろ

目
的
地
大
塚
国
際
美
術
館（
鳴
門

市
）〔
千
点
以
上
の
作
品
を
常
時

展
示
す
る
、
世
界
初
の
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〕

料
1
万
円（
交
通
費
、昼
食
代
、入

館
料
含
む
）

※
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と

付
き
添
い
の
方（
1
人
）は
、
入

館
料
の
み
半
額

※
当
日
徴
収

定
40
人

申
期
10
月
22
日（
月
）

他
参
加
者
に
は
後
日
、詳
細
を
連
絡

申
問
豊
岡
文
化
協
会（
市
民
会
館
内
）

　
☎
0
8
0
8
3
4
0
0
4
1
6

募集職種 募集人員 応募資格 提出書類 選考方法

保育士（常勤） ３人
保育士資格取得者ま
たは平成25年３月末
までに取得見込みの
方

履歴書、保育士証、
成績証明書（新卒の
み）、卒業証明書また
は卒業見込書

面接、論文、実技
〔ピアノ（自由曲）
および得意分野
で10分程度〕、１
日実習（後日）

栄養士また
は管理栄養
士（常勤）

１人

栄養士もしくは管理
栄養士資格取得者、
または平成25年３月
末までにいずれかを
取得見込みの方

履歴書、栄養士免許証
または管理栄養士免
許証、成績証明書（新
卒のみ）、卒業証明書
または卒業見込書

面接、論文、1日
実習（後日）
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「
と
よ
お
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
2
0
1
2
」テ
ニ
ス

（
シ
ン
グ
ル
ス
）参
加
者
募
集

日
10
月
8
日（
月
・
祝
）午
前
9
時

30
分
〜

※
少
雨
決
行
、
予
備
日
な
し

所
神
美
台
ス
ポ
ー
ツ
公
園
　
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
豊
岡
市
神
美
台
）

対
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
種
目
男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス（
A
級

…
上
級
、
B
級
…
中
・
初
級
、

C
級
…
初
心
者
）

※
試
合
方
法
は
、
参
加
者
数
に
よ

り
決
定
。
希
望
ラ
ン
ク
は
主
催

者
側
で
変
更
す
る
場
合
あ
り

定
男
女
別
各
ラ
ン
ク
16
人

※
各
ラ
ン
ク
4
人
か
ら
成
立

申
方
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
希
望
ラ
ン
ク
を
記
入
の

上
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル

申
期
10
月
5
日（
金
）

申
豊
岡
市
テ
ニ
ス
協
会

　
Ｆ
26

0
0
0
7

　
メtoyookacta@
yahoo.co.jp

問
豊
岡
市
テ
ニ
ス
協
会
　
石
原
　

隆
さ
ん

　
☎
0
9
0
2
3
8
9
5
8
5
1

　（
午
後
6
時
〜
8
時
）

教
室・講
習
・講
座

地
域
い
き
い
き
応
援
隊（
介
護

予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
）養
成
講
座

〔
豊
岡
会
場
〕

　
地
域
に
お
け
る
積
極
的
な
健
康

づ
く
り
や
介
護
予
防
へ
の
取
組
み

を
支
援
す
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設
　
多
目
的
ホ
ー
ル（
立
野
町
）

対
応
援
隊
の
活
動
に
関
心
が
あ
り
、

地
域
や
仲
間
に
知
識
、
実
践
方

法
を
広
め
て
い
く
意
欲
の
あ
る

方
で
、
原
則
5
回
の
講
座
を
全

て
受
講
で
き
る
方

定
30
人
程
度

申
方
健
康
増
進
課
窓
口
に
来
庁
ま

た
は
電
話

申
期
10
月
12
日（
金
）

申
問
健
康
増
進
課

　
☎
24
1
1
2
7
Ｆ
24
9
6
0
5

平
成
24
年
度
中
央
公
民
館

市
民
総
合
講
座

■
神
鍋
山
の
観
音
様
と

　
　
　
古
墳
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

日
10
月
20
日（
土
）午
前
9
時
〜
午

後
0
時
30
分〔
集
合
は
、西
気
地

区
公
民
館
〕

所
神
鍋
山
周
辺

内
神
鍋
山
周
辺
の
火

山
断
層
、
天
然
の

冷
蔵
庫（
風
穴
）、

登
山
道
の
33
体
の
観
音
様
、
岩

倉
古
墳
な
ど
を
巡
る

料
2
0
0
円（
ぜ
ん
ざ
い
、
保
険

料
な
ど
）

定
50
人

申
期
10
月
1
日（
月
）〜
10
日（
水
）

■
豊
岡
の
城
下
町
ぶ
ら
り
歩
き

日
11
月
17
日（
土
）午
前
9
時
〜
正

午〔
集
合
は
、豊
岡
地
区
公
民
館
〕

所
豊
岡
市
街
地

内「
豊
岡
の
城
下
町
」の
解
説
を
聞

き
な
が
ら
、小
田
井
区
か
ら
宵
田

区
を
通
っ
て
、京
口
区
ま
で
歩
く

料
1
0
0
円（
保
険
料
な
ど
）

定
40
人

申
期
10
月
1
日（
月
）〜
11
月
9
日（
金
）

■
出
石
鶴
山
史
跡
の
散
歩
道

　
　
ハ
イ
キ
ン
グ
〜
歴
史
探
訪
〜

日
11
月
24
日（
土
）午
前
9
時
〜
午

後
1
時〔
集
合
は
、福
住
地
区
公

民
館
〕

所
出
石
地
域（
細
見
・
福
住
区
）

内
映
像
を
交
え
た
歴
史
解
説
を
聞

い
た
後
、
在
り
し
日
の
出
石
鶴

山
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら「
出

石
鶴
山
史
跡
の
散
歩
道
」を
歩

く
料
3
0
0
円（
カ
レ
ー
雑
煮
、
保

険
料
な
ど
）

定
40
人

申
期
10
月
1
日（
月
）〜
11
月
9
日（
金
）

共
通
事
項

持
水
筒
、
雨
具
、
動
き
や
す
い
服

装
・
靴
、
そ
の
他
必
要
と
思
う

も
の

他
雨
天
決
行（
内
容
を
一
部
変
更

し
て
実
施
）

申
問
中
央
公
民
館

　
☎
21

9
0
5
1

日程 時間 内容
第１回 10月26日（金）

13：30

～

15：30

介護予防（講話）、筋力チェック・歩き
方の講習（実技）など

第２回 11月２日（金） 地域における活動（講話、座談会）、ス
トレッチ体操の指導法（実技）

第３回 11月９日（金） 認知症・うつ病予防（講話）、集いの場
で行うレクリエーション（実技）

第４回 11月30日（金） 身体の機能と運動（講話）、集いの場で
行う体操（実技）

第５回 12月７日（金） 集いの場で行う体操の指導法（実技）、
情報交換、修了式

＜日時・内容＞
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エ
コ
ハ
ウ
ス
暮
ら
し
の
講
座

日
10
月
8
日（
月
・
祝
）午
前
10
時

〜
午
後
3
時

所
豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ
ス（
ハ
チ
ゴ

ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
内
、
城
崎
町

今
津
）

内・
太
陽
光
発
電
安
心
相
談
会

・
う
ち
エ
コ
簡
易
診
断

・「
ソ
ー
ラ
ー
ミ
ニ
カ
ー
を
作
っ
て

遊
ぼ
う
！
」（
材
料
費
2
0
0
円
、

定
員
20
人
、
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
）

・「
新
聞
紙
で
エ
コ
バ
ッ
ク
を
作
ろ

う
！
」（
午
後
1
時
〜
2
時
）

他・
全
て
の
内
容
が
市
民
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
対
象
事
業（
1
ポ
イ
ン
ト
）

・
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
ま
つ

り
同
時
開
催

問
地
域
戦
略
推
進
課

  

☎
21

9
0
1
2

食
品
事
業
者
表
示
適
正
化
技
術

講
座

日
対
10
月
25
日（
木
）午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分
・
市
内
の
製
造

業
者
、
午
後
2
時
〜
4
時
30

分
・
市
内
の
流
通
業
者

所
市
民
会
館　

講
座
室（
立
野
町
）

内
適
正
な
食
品
表
示
を
行
う
上
で

の
留
意
事
項
な
ど
に
関
す
る
講

座
申
方
近
畿
農
政
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
手
続
き
ま
た
は
電
話

申
期
10
月
18
日（
木
）

申
問
近
畿
農
政
局
豊
岡
地
域
セ
ン

タ
ー
☎
22

6
1
0
9

　

近
畿
農
政
局
ホhttp://w

w
w
.

　

m
aff.go.jp/kinki/

普
通
救
命
講
習

講
習
種
別
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
3

時
間
講
習
）

日
10
月
21
日（
日
）午
前
9
時
〜
正

午
所
豊
岡
消
防
署　

3
階　

会
議
室

（
昭
和
町
）

内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、A

E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
方
法
、
大

出
血
時
の
止
血
法
、

窒
息
時
の
処
置

定
20
人

申
方
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出

張
所
、
お
よ
び
駐
在
所
に
あ
る

所
定
の
申
込
用
紙（
市
消
防
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

に
記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
10
月
18
日（
木
）必
着

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係

　
☎
24

8
0
3
8
Ｆ
24
1
2
7
8

　
メshobo-keibo@

city.
toyooka.lg.jp

　
ホhttp://119.city.

 toyooka.lg.jp

出
石
健
康
を
す
す
め
る
会

「
運
動
教
室
」

日
10
月
23
日（
火
）午
後
7
時
30
分

〜
9
時

所
出
石
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館（
出
石
町
福
住
）

内
日
常
生
活
に
生
か
せ
る
歩
き
方

と
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

※
運
動
実
技
あ
り

講
師
浦
上
美
佐
子
さ
ん

持
動
き
や
す
い
服
装
・
上
履
き
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
期
10
月
19
日（
金
）

他
希
望
者
に
は
体
組
成（
体
脂
肪

や
筋
肉
率
）測
定
を
実
施〔
午
後

7
時
15
分
〜
30
分
〕

申
問
健
康
増
進
課

　
☎
24
1
1
2
7
Ｆ
24
9
6
0
5

相
　
談

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
10
月
20
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6

94

0
6
0
6

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
法
律
相
談
会

日
10
月
20
日（
土
）午
後
1
時
〜
4

時　

※
予
約
制

所
市
民
会
館　

中
会
議
室（
立
野

町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

特
許
相
談
会

日
10
月
12
日（
金
）午
後
1
時
〜
5

時（
1
人
1
時
間
程
度
）

所
豊
岡
商
工
会
議
所　

第
2
会
議

室（
大
磯
町
）

対
但
馬
地
域
内
の
事
業
所
ま
た
は

企
業

内・
中
小
企
業
の
技
術
開
発
に
関
す

る
こ
と

・
特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
お
よ

び
商
標
に
関
す
る
こ
と

相
談
員
兵
庫
県
発
明
協
会
専
門
相

談
員（
弁
護
士
）な
ど

※
事
前
申
込
み
必
要（
申
込
み
時

に
相
談
内
容
を
聞
き
取
り
）

申
問
豊
岡
商
工
会
議
所
特
許
相
談

係
☎
22

4
4
5
6

そ
の
他

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
下
水
道
に
未
接
続
の
方
は
、

　

一
日
も
早
い
下
水
道
へ
の

   

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
！

○
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
…

・
海
や
川
が
美
し
く
な
り
ま
す
。

・
ま
ち
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

・
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
環
境
を
子
ど
も
た

ち
に
残
す
の
は
、
私
た
ち
の
責
務

で
す
。

■
下
水
道
は正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
以
外
の
水
に
溶
け
な
い
紙
や
油

類
・
固
形
物
を
流
す
と
、
下
水
道

管
が
詰
ま
り
ま
す
。
最
近
、
下
水

道
管
が
詰
ま
る
事
故
が
多
発
し
て

お
り
、
そ
の
修
理
時
に
は
下
水
道

を
使
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
迷
惑

を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
気
を
付
け
て
、
下

水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
下
水
に
流
し
て
は
い
け
な
い

も
の
は
…



▶
鯉
つ
か
み
　
錦
絵〔
早
稲
田
大
学
演
劇

博
物
館
所
蔵（
資
料
番
号
1
0
1

－

3

6
2
4
）〕

広報とよおか　2012.9.2535

・
水
に
溶
け
な
い
紙（
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー
・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
）

・
衛
生
用
品（
生
理
用
品
・
紙
お

む
つ
な
ど
）

・
調
理
の
く
ず
・
食
べ
残
し

・
揚
げ
物
の
残
り
油（
サ
ラ
ダ
油

な
ど
）

・
薬
品
類
・
灯
油
な
ど
油
類

○
気
を
付
け
て
い
た
ん
だ
け
ど
…

　

も
し
、
下
水
道
管
が
詰
ま
っ
た

り
、
水
洗
便
器
が
故
障
し
た
と
き

は
、
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課
☎
22

1
8
0
2

不
動
産
公
売
取
り
消
し
物
件
の 

お
知
ら
せ

　

8
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙
に

掲
載
の
不
動
産
公
売
物
件
14
件
の

う
ち
、
次
の
物
件
の
公
売
を
取
り

消
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
不
動
産
公
売
情

報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
税
係

　

☎
23

1
1
1
8

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦・

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の　皆さ

ん
へ

　

先
の
大
戦
で
、
外
地
な
ど
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事

し
た
方
で
、
慰
労
給
付
金
の
支
給

対
象
と
な
ら
な
い
方
に
対
し
て
、

そ
の
御
労
苦
に
報
い
る
た
め
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
す
。

　

ま
だ
書
状
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
方
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
期
平
成
25
年
3
月
31
日（
日
）

申
問
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管

理
室
業
務
担
当

　

☎
03

5
2
5
3

5
1
8
2

　
Ｆ
03

5
2
5
3

5
1
9
0

地
籍
調
査
成
果
の
閲
覧

閲
覧
期
間
10
月
5
日（
金
）〜
25
日

（
木
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

閲
覧
内
容
対
象
区
域
の
地
籍
図（
案
）

お
よ
び
地
籍
簿（
案
）

閲
覧
場
所
問
地
籍
調
査
課（
日
高

総
合
支
所
2
階
）☎
21
9
0
6
4

第
5
回「
永
楽
館
歌
舞
伎
」公
演

〜
片
岡
愛
之
助
・
中
村
壱か
ず

太た

郎ろ
う

が
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
〜

○
片
岡
愛
之
助
さ
ん

　

こ
け
ら
落
し
公
演
か
ら
座
頭
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
無
事
5
回
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
実
録
忠
臣
蔵
」は
、
か
ね
て
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
、
豊
岡
ゆ

か
り
の
出
し
物
で
す
。
い
ろ
ん
な

工
夫
を
し
て
面
白
い
も
の
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
鯉
つ
か
み
」は
、
本
水（
本
当

の
水
）を
使
い
ま
す
。
舞
台
上
に

水
槽
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
公
演
が
困
難
で
、
私
自
身
、

か
ね
て
や
り
た
い
と
思
い
な
が
ら

「
無
理
だ
ろ
う
か
？
」と
も
感
じ
て

お
り
ま
し
た
。
今
回
、
永
楽
館
で

演
じ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

○
中
村
壱
太
郎
さ
ん

　

出
石
と
い
う
町
は
、
毎
年
行
く

ほ
ど
好
き
に
な
る
町
で
す
。
そ
し

て
、
永
楽
館
で
の
こ
の
5
回
目
の

公
演
を
、
私
の
中
で
も
節
目
と
し

て
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
実
録
忠
臣
蔵
」と
い
う
作
品
は
、

実
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
地
元

に
ゆ
か
り
の
あ
る「
り
く
」の
お
役

を
、
こ
の
永
楽
館
で
愛
之
助
兄
さ

ん
と
夫
婦
の
役
で
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　

鯉
つ
か
み
は
、
今
回
は
新
し
い

演
出
も
あ
っ
て
、
新
た
な
芝
居
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

大
切
に
演
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
第
5
回「
永
楽
館
歌
舞
伎
」公
演

日
11
月
4
日（
日
）〜
9
日（
金
）

開
演
時
間

・
第
1
部
…
午
前
11
時
30
分
〜

・
第
2
部
…
午
後
4
時
〜

※
7
日（
水
）・
9
日（
金
）は
、
第

1
部
の
み

出
演
片
岡
愛
之
助
、
中
村
壱
太
郎
、

中
村
種
之
助
、
坂
東
薪
車
、
上

村
吉
弥

料
1
万
円（
全
席
指
定
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
出
石
永
楽
館

お
よ
び
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
な
ど

問
出
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21

9
0
2
5

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

大字名 該当小字名
（※は小字の一部が今回対象となるもの）

城崎町結
船戸、永長、向、大タワ、竹ノ内、※
宮ノ上、※メガチ、※亀ノ甲、江呂、
東谷、奥山、上野、上ノ中尾、上ノ横前、
上ノ西

竹野町金原 家ノ上、家ノ奥、家ノ向
日高町上石 ホウキ、※水生

日高町竹貫 高ヘライ、汁谷、堂谷、小高谷、金堀、
サイ谷

日高町藤井
円山、細谷、※蛇ケ谷、石場谷、蛇珍場、
東ノ上、西ノ上、鍋ケ谷、片場、境森、
落シ

日高町祢布 アヅチ、九十谷、※定谷、※家ノ脇、
サコ、城山、※原谷

日高町国分寺天神、ヒモジ、城山、家ノ上、ミドリ
日高町水上 小ヤタ、弥田、上ノ山、小弥田
日高町山本 ※堂奥、※大谷
出石町暮坂 ※ウシワ、平野、ハン入谷、カン坂
但東町奥赤 大峠、※猿貝

番号 所在地番

不－２－03 長谷字ホウジ
1124番

不－２－04 長谷字ホウジ
1125番

＜地籍調査対象区域＞



　今月は、｢点訳ボランティア｣を紹介します。
　市立図書館点訳ボランティアの皆さんは、現在22人。
　点訳化はパソコンで行うため、点字の詳しい知識の
ない方でも、自宅での作成が可能です。技術の習得・向

上に向け、定例の研修会を開催しています。協力いただ
ける方を、随時募集しています。気軽にお尋ねください。
・活動の内容
　点字図書の作成、新聞から毎日２つの記事を選び点訳化

－図書館では、ボランティアの皆さんに多くの支援をしていただいています②－

秋の味覚の本
＜ 一 般 ＞

粗食のすすめ　秋のレシピ
幕内秀夫／著
検見崎聡美／料理（東洋経済新報社）

　「粗食とは手間のかからない日常
食」さつま芋、きのこ、さんま、くる
み、栗など、秋の食材を使った料理と、
昔から伝承された食生活の知恵をま
とめたレシピ本。
　秋の献立に役立ててください。

＜ じ ど う ＞
14ひきのやまいも
いわむら かずお／作（童心社）

　森の秋は実りの秋。さあ、やまいも掘
りに出掛けよう…14ひきのねずみの家
族がみんなで力を合わせて、でっかいや
まいもを掘り上げます。もちろんその日
の夕ごはんは…。秋の自然描写とねず
みたちの奮闘に気分もほっこりします。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

10月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

10月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 月
2 火 （休館日）

3 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00 ～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
4 木
5 金 11：00 ～ 城崎 ほっぺとえほん　乳

6 土

10：00 ～ 城崎 きのさき語りぐさめぐり（第４回）　般

10：30 ～ 竹野 テーマであそぼ！「耳をすませて。ほらきこえるよ…」
（紙コップ工作　スズムシ音楽隊）　幼 児

但東 おはなしのもり　幼 児
7 日
8 月 （休館日）
9 火 （休館日）
10 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
11 木
12 金

13 土
10：10 ～ 本館 土曜としょかん　幼 児

10：30 ～ 城崎 おはなしランド（工作：変わり吹き戻し）　児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14 日
15 月
16 火 （休館日）
17 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
18 木 10：30 ～ 日高 絵本の時間（日高子育てセンター）　乳
19 金

20 土 10：30 ～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
14：00 ～ 但東 切り紙Ａｒｔ　般

21 日 12：30 ～ 日高 本のリサイクル交換会
22 月
23 火 （休館日）
24 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

25 木 10：30 ～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳
出石 えほんのとびら　乳 幼

26 金

27 土
10：00 ～ 出石 リサイクルブック・フェア in 出石
10：30 ～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
14：00 ～ 本館 おはなし会　幼 児

28 日 14：00 ～ 出石 としょかん・くらぶ　児
29 月
30 火 （休館日）
31 水 （休館日）
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10月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

家族運動会（パパも一緒に遊ぼうデー）

わいわいコーラス

日　時 20日（土）午前10時～正午
対　象 乳幼児と家族
内　容 家族みんなが参加できる楽しい運動会
持ち物 上履き（大人）、新聞紙１日分、お茶、タオル

日　時 ９日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

絵本の読み聞かせ＆折り紙製作
日　時 24日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、折り紙製作

なかよし広場

そとあそび広場　於：城崎菊屋島運動公園

日　時 18日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、子どもの身体計測、発達育児相談

おはなし広場
日　時 ６日（土）、13日（土）、20日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

絵本の読み聞かせと折り紙

とよおか家族の日〝おやこっこ運動遊び″　於：しばっこ広場（雨天時は学習室）

ベビーマッサージ

親子運動遊び

そとあそび広場　於：資母認定こども園

体験農園 ｢さつまいも掘り｣

日　時 ８日（月・祝）午前10時30分～11時45分
対　象 １、２歳の幼児と家族　　先着20組
講　師 こども育成課　仲義　健 申込開始 ９月28日（金）

日　時 25日（木）午後１時30分～３時
対　象 ４カ月～１歳の乳児と保護者　先着25組
内　容 ベビーマッサージと赤ちゃんへのスキンシップの話、参加者交流
講　師 ベビーマッサージインストラクター　土生田尚子さん
持ち物 バスタオル 申込開始 15日（月）

日　時 24日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着15組
講　師 こども育成課　仲義 健、西松夕紀子 申込開始 13日（土）

日　時 10日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 園庭でそとあそび 持ち物 帽子、タオル、お茶

日　時 20日（土）午前10時～正午※雨天順延
場　所 但東町相田　さつまいも畑（現地集合）
対　象 幼児と保護者（きょうだいの参加可）
持ち物 手洗い用水、シャベル、手袋、帽子、お茶、レジ袋、敷物
参加費 １家庭100円 申込期限 17日（水）

子どもの救急セミナー　於：豊岡市民プラザ　練習室
日　時 27日（土）午前10時～11時30分
対　象 子育て中の保護者　　20人（一時保育　15人）
内　容 子どもの救急～こんなときどうする～
講　師 公立豊岡病院総合診療科医師　南 建輔さん
申込開始 10日（水）

日　時 ７日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 ３B親子体操 講　師 永尾恵子さん

なかよし広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ

こどもと絵本

親と子どものための〝ちいさなおんがっかい″

日　時 17日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師、助産師、子育て支援ボランティア

日　時 17日（水）午後１時30分～３時
対　象 乳幼児と保護者　　先着20組
講　師 図書館読み聞かせボランティアの皆さん
申込開始 ５日（金）

日　時 24日（水）午後２時～３時
対　象 １歳以上の幼児、小学生と保護者　120人
内　容 リュート演奏（演奏者　高本一郎さん、うた　樋口美紀さん）
その他 入場には整理券が必要（１日から各センターで配布）

10月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室

ほっとたいむ＆わらべうた遊び＆おやこふれあいたいむ
日　時

①ほっとたいむ １日（月）、25日（木）午前11時～
②わらべうた遊び ５日（金）午前11時～
③おやこふれあいたいむ 22日（月）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②わらべうたやいろいろな遊び　③紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

絵本の読み聞かせの会

そとあそび広場　於：日高町民公園

そとあそび広場　於：宵田小公園

なかよし広場

ちびっこカーニバル　アンパンマン折り紙コーナー

日　時 18日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 ９日（火）、23日（火）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 固定遊具や芝生広場で遊ぶ（雨天時は中止）

日　時 16日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 固定遊具で遊ぶ（雨天時は中止）

日　時 17日（水）午前10時～11時30分
対　象 １歳くらいまでの乳児と保護者、妊婦
内　容 保健師の話｢子どもに多い事故とその予防｣、計測、子育て相談

日　時 21日（日）午前10時～午後３時
場　所 日高農村環境改善センター前テニスコート周辺
対　象 子どもと家族
内　容 アンパンマンキャラクターを折り紙で折る　など

手芸と工作
日　時 ２日（火）：手芸、16日（火）：工作　午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手芸（保護者…針を使わない手芸）、工作（子ども…動く簡単おもちゃ）
講　師 桐

きり

月
づき

由紀さん

そとあそび広場
日　時 ①10日（水）、②24日（水）　ともに午前10時～11時30分
場　所 ①センター園庭　②たけのこむら
対　象 乳幼児と保護者 内　容 公園や広場で遊びましょう

日　時 25日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 読み聞かせと折り紙

日　時 10日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 戸外遊び（雨天時は中止）

日　時 26日（金）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容 ｢迷う子育て｣と｢迷わない子育て｣ 申込開始 15日（月）
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第95回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。

■青年団 豊岡公演『銀河鉄道の夜』
　（財）自治総合センターコミュニティ助成事業
　宮沢賢治の代表作『銀河
鉄道の夜』を、平田オリザ
さんが子ども向けの作品と
して演劇化。宇宙の果ての
輝く星と美しい友情で描
く、いのちのファンタジー。

■アートスクールⅢ地域文化プログラム④
　－まち･文化･未来を考える－地域文化コーディネー
ター養成ゼミナール『ダンスの力』受講生募集！

　講師に国内外で大活躍のＮＰＯ法人ジャパンコ
ンテンポラリーダンスネットワーク代表 佐東範一
さんを迎えます。

■とよおか･シネマオアシスvol.9
　『マジック･ツリーハウス』
　世界33カ国で１億部以上
を売り上げた大ベストセラ
ーの児童書が待望の映画
化！本の世界を旅する大冒
険ファンタジー。

■森山良子コンサートツアー2012～2013
　～すべてが歌になっていった～
　｢この広い野原いっぱい」「さ
とうきび畑｣「涙そうそう」など
を生み出した森山良子のステー
ジです。

　12月22日（土）
　　開演10：30（開場10：00）
◇入場料　全席自由　一般1,000円
　　　　　　　　　　中学生以下500円
※３歳未満児は入場できません。
◇一時保育　12月14日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　12月８日（土）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定5,500円
　　　　　（当日券は500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月30日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5■アロージャズオーケストラ
　VS東京キューバンボーイズ
　華麗なスイングナンバーと灼熱
のラテンナンバーの競演！２大ビッ
グバンドの醍醐味が存分に詰まっ
た夢のコンサートです！

■3月16日開催予定の公演内容について
　催し物案内に掲載した、平成25年３月の公演内容
（９月中旬公表予定）が、アーティスト都合により10
月下旬発表となりました。ご了承ください。

　10月８日（月・祝）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定3,000円
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　９月28日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■但馬高校アートフェスティバル
　(高校生のためのアートプロジェクト)

　但馬の高校文化部が、学校･学年の垣根を越えて集
結。若さと情熱をぶつけて音楽･演劇･展示等を発表し
ます。
　11月３日（土・祝）
　　展示部門　　　11：00～17：00（予定）
　　ステージ部門　13：00～17：00（予定）
◇場　所　ほっとステージ･交流サロン
◇入場料　無料
※兵庫県高校演劇研究会但馬支部との共催です。

　10月21日（日）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　神戸木管五重奏
◇内　容　楽しい、みんなで歌うコンサート
◇曲　目　唱歌･民謡･歌謡曲メドレーなど
◇入場料　無料

　10月24日（水）　開演19：00
◇場　所　市民活動室Ｄ
◇対　象　高校生以上の方
※高校生は保護者の同意が必要です。
◇受講料　800円　◇定　員　20人
◇申込方法　所定の申込書に受講料を添えて、申し

込みください。
◇申込期限　定員に達するまで

　11月24日（土）　開演19：00
　　　25日（日）　開演14：00
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　一般1,000円、中･高校生500円、小学生　
　　　　以下無料（入場整理券要）

◇一時保育　11月14日（水）までに申し込みください。
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平成24年９月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

10月の主な行事
OCTOBER

平成24年

18（木）
19（金）豊岡市戦没者追悼式（10：00～市民会館）
20（土）市民総合講座｢神鍋山の観音様と古墳めぐりハイキング｣（９：00～神鍋山周辺）

家族運動会（パパも一緒に遊ぼうデー）
（10：00～竹野子育てセンター）

パパと遊ぼうデー
（10：30～出石子育てセンター）

21（日）竹野駅伝競走大会（８：30～たけのこうえん）田んぼの学校
（９：30～コウノトリ文化館周辺）

ひだか福祉まつり
（９：30～日高文化体育館など）

子育てまつり（10：00～城崎健康福祉センター）
竹野福祉まつり
（10：00～竹野健康福祉センターなど）

ちびっこカーニバル
（10：00～日高農村環境改善センターなど）
出石福祉まつり＆出石精和園祭
（10：00～出石文化会館ひぼこホール）

第95回サロンコンサート
（13：30～豊岡市民プラザ）

小惑星｢神鍋｣命名記念講演会
（15：30～植村直己冒険館）

22（月）　
23（火）
24（水）
25（木）
26（金）　
27（土）大石りくまつり（豊岡市街、～28日）三原谷の川の風まつり

〔旧大森小学校（竹野町桑野本）など、～28日〕

28（日）
29（月）マタニティママ交流広場（９：30～豊岡市民プラザ）

30（火）
31（水）

ひ
と
り
ご
と

合　計 男　性 女　性 世帯数
87,575人（＋6人） 41,985人（＋17人） 45,590人（－11人） 32,585世帯（＋42世帯）

1（月）第27回企画展「中世の城と但馬」（但馬国府・国分寺館、～11月27日）
2（火）手芸（10：00～竹野子育てセンター）
3（水）
4（木）
5（金）わらべうた遊び（11：00～子育て総合センター）
6（土）第16回伊藤清永賞子ども絵画展（９：30～伊藤清永美術館、～30日）

ドラマリーディング体験講座  読みしばいvol.14
（11：00～豊岡市民プラザ）

｢目の愛護デー｣イベント
（14：00～豊岡市民プラザ）

7（日）パパと遊ぼうＤデ ー
ＡＹ！

（10：30～日高子育てセンター）
演劇ファクトリーｎ

ネクスト
ｅｘｔ「タジマモリの冒険」

（14：00～、８日14：00～豊岡市民プラザ）
8（月）体育の日とよおかスポーツフェスティバル2012

（９：30～市民体育館など）
エコハウス暮らしの講座

（10：00～豊岡市エコハウス）
ハチゴロウの戸島湿地まつり
（10：00～ハチゴロウの戸島湿地管理棟周辺）
アロージャズオーケストラVS東京キュー
バンボーイズ（18：00～市民会館）

9（火）
10（水）
11（木）
12（金）元げ ん き ん

気ingピック（10：00～総合体育館）
13（土）　
14（日）2012但東ふれあいフェスタ（９：00～但東総合支所前広場）

インターナショナルデイ（10：00～但東総合支所）
15（月）
16（火）工作（10：00～竹野子育てセンター）
17（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）平家落人伝説をあるく（９：30～城崎地域内）
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森田子龍 （ 1 9 1 2 ～ 1 9 9 8 ）
上陰出身　書家

　1912年上陰に生まれ、幼少
期を過ごしました。若くして書
を志し、26歳で上京の後、書
の近代化に取り組んでいた上
田桑

そう

鳩
きゅう

に師事し、第２回大日
本書道院展で、最高賞である
推薦金賞を受賞しました。さ

らに日満支書道展でも文部大臣賞を受賞するなど
華々しいデビューを飾りました。
　戦後は、活躍の基盤を京都へ移し、書の啓発普
及・革新を目指した「墨

ぼく

美
び

」、「墨
ぼく

人
じん

」といった書雑誌
を発刊し、さらに同人を
募って前衛書道グループ
「墨人会」を結成するなど
書壇に新しい風を吹き込
みました。中でも、「墨美」、
「墨人」の発刊は書と国内
外の抽象画家たちとの活
発な交流を生み出し、森
田氏の存在が海外
でも広く知られる
きっかけになりま
した。
　表面的な字形に
とらわれない生命
感に富んだ「墨象」
という新しい世界を切り開き、ヨーロッパを中心
に海外でも多くの展覧会を開催するなどの功績が
認められ、京都府美術工芸功労者、京都文化功労者、
兵庫県文化賞などを受けています。
　1995年には阪神大震災
に関する神戸新聞と京都
新聞の合同企画記事「生き
る」の題字を書くなど、晩
年になっても精力的に活
動していましたが、1998
年に86歳で逝去しました。 

●ふるさと豊岡への思い
　上京し東京で書を学んだ後に、戦争による
疎開で再び豊岡で暮らすことになります。疎
開が終わり京都へ移り住んだ後も、故郷への
愛情を雑誌に「忘れえない人々で満ちている」
「円山川沿いの散策は私の生活のオアシスで
あった」などと記しています。故郷を思う気
持ちから、作品や遺品を市へ多数寄贈してい
ます。
●書碑「忍」
　母校である五荘小学校の校庭には、昭和50
年度卒業生一同により森
田氏の書である「忍」の書
碑が立てられました。
  碑文の解説には「人は
忍の徳を身に付けてこそ
真の自由に目覚め人間ら
しく積極的に生きていくことができる」と書
かれています。

●生誕１００年　森田子龍展
　～但馬・豊岡が世界に誇る美の先駆者・その軌跡～
  今年度、生誕100周年を迎えることを記念し
て展覧会を開催します。市が所蔵している作
品を中心に代表的な作品を展示するとともに、
遺品を展示するなど森田氏の歩みを顕彰する
内容を計画しています。
■日　時　10月27日（土）～12月９日（日）
　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　※11月以降の月曜日休館
■会　場　円山川公苑美術館（小島）
■入場料　大人350円、高校生・65歳以上180
　　　　　円､ 中学生以下無料
■イベント  森田氏が結成
した書道団体「墨人会」
の方たちによる書道パ
フォーマンスを実施
※詳細は、10月10日発行
の市広報紙および本展
チラシをご覧ください。

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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書道と世界の芸術を結びつけた前衛書の巨匠　森田子龍

 ▲｢鳥｣1975年

▲五荘小学校書碑「忍」

▲制作風景

 ▲｢生きる｣1995年

 ▲｢圓｣1967年


